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　　　　　内閣総理大臣杯争奪祝　　　　　第61回  西日本実業柔道団体対抗大会

広告・賛助の協賛団体・個人（敬称略）

旭化成㈱
日本製鉄㈱
阿比野建設㈱
日鉄興和不動産㈱
関西電気保安協会
医療法人　十全会
㈱エル・スエヒロフードサービス
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岡田化成㈱
㈱熊田洋紙店
㈱安川電機
豊健商事㈱
ホクシン建設㈱
初田防災設備㈱
ナニワ商事㈱
医療法人聖光園細野診療所
弁護士　飯田　隆
㈱内田組
恵風会高岡病院
柘植　陽三
辰巳　幸二
㈱戸髙鉱業社
㈱イクロスホールディングス
大宝運輸㈱
愛媛銀行
㈱かんでんエンジニアリング
KAMIX㈱
日ノ出紙料㈱
吉川工業㈱
岩谷産業㈱
㈱VJグループ
関西レコードマネジメント㈱
㈲隆祥産業
金森　大蔵
泉川興産㈱
日新被服㈱

日本被服工業㈱
京阪ビルテクノサービス㈱
NRMホールディングス㈱
新日本製本㈱
京都医健専門学校
関西七柔会囲碁の会
㈱ライズ広告社
富士フイルムグラフィックソリー
ションズ㈱
㈱関西ブライダル
水間鉄道㈱
東京六大学柔道部関西ＯＢ会
㈱ミユキ
㈱グルメ杵屋
㈲伊志嶺商会
関電サービス㈱
㈱佐々木冷菓
森　和義
㈱ユアーショップ
近畿通関㈱
和田商事㈱
㈱あいテレビ
清堀写真製版㈱
SANWA・TRANS・NET㈱
㈱九櫻
㈱丸喜
㈱日本電化工業所
不二熱学サービス㈱
朝比奈興産㈱
㈱柿丸建設
冨田総合法律事務所

金森　猛
栄真電業
㈱ナニワ製作所
南海不動産㈱
大阪ガス㈱
㈱アサヒペン
茨木紙業㈱
新生紙パルプ商事㈱
㈱初亀
樹工房
大成エンジニアリング㈱
㈱そごう
㈱ヒノテック
㈱MJ保険事務所　宮井　淳
九州旅客鉄道㈱
㈱日本トリム
㈱オーノ
㈱前進
河本興業㈱
東レ㈱
㈱オキシテック
関西医療学園専門学校
クラレ岡山
サラヤ㈱
九州電力㈱
サンディズ㈱
日本生命保険相互会社
㈱フセナガセ
大金建設㈱
ダイコロ㈱

表紙の全日本実業柔道連盟
シンボルマーク

「柔道のＪ」と「実業団のＪ」
並びに「背負投げ」を図案化

意匠　 平井捷治　氏
（2017年３月12日逝去）
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祝 辞

尼崎市長 松本　眞

第61回西日本実業柔道団体対抗大会
開会ご挨拶

会　長 松本秀作
西日本実業柔道連盟

内閣総理大臣杯争奪第61回西日本実業柔道団体対抗大会が開催されますことを心からお慶

び申し上げます。

関係者の皆様方におかれましては、日頃より柔道を通じて友好親善を図り、地域の青少年の

育成やスポーツ活動の普及に取り組まれておりますことに深く敬意を表します。

本大会にご参加の選手、並びに関係者の皆様、ようこそ尼崎市へお越しくださいました。

開催地を代表いたしまして、心より歓迎申し上げます。

スポーツは、人々の心身の健全な発達や健康づくりにおいて不可欠なものであるだけでな

く、「する」「みる」「ささえる」という様々な形でスポーツに参画することで、楽しさや喜びを

感じる機会が生まれ、人々の生活や心を豊かにするものです。そして、スポーツを通じた人と

人との交流は、地域の一体感や活力を高めることにつながり、「まちづくり」の観点からも重

要なものです。

本市では、平成8 年・市制80 周年の際に、「スポーツのまち尼崎」を掲げ、市民の皆様の誰

もがスポーツに関心を持ち、「気軽に・いつでも・どこでも・安全に」スポーツに取り組める

環境づくりに向けて、「尼崎市スポーツ推進計画」にもとづき、生涯スポーツの推進と競技力

の向上に取り組んでいます。

そのような中、各地域から集まった選手の皆様の熱い戦いを間近で観戦できる本大会がこ

こ尼崎市で開催されますことは大変喜ばしく、市民のスポーツへの関心をより一層高めること

にもつながるものと大きな期待を寄せております。

選手の皆様におかれましては、日々の鍛錬の成果を存分に発揮され、熱戦を繰り広げられ

ますことを願っております。

最後になりましたが、本大会の開催にあたりご尽力いただきました関係者の皆様方の今後

益々のご健勝とご活躍、並びに、本大会のご成功を祈念いたします。

　この度、森会長の後任として会長職を拝命いたしましたダイコロ株式会社の松本秀作と申し

ます。私自身は経験、知識共に未熟ではございますが、皆様と共に柔道界発展の一助となるべく、

西日本実業柔道連盟の歴史と伝統をふまえて、一意専心の気持ちで頑張る所存でございますので

宜しくお願い申し上げます。

　本大会は、柔道をこよなく愛する方々が幅広く集い、柔道の裾野拡大に貢献され、昭和35年に

第１回大会を開催し昨年、第60回記念大会を盛大に開催することが出来ました。

　本年、第61回大会開催にあたり西日本実業柔道連盟は「頂は高く、裾野は広く」の理念のもと、

柔道をこよなく愛好される方々が立場や年代を超えて柔道に携われる場所であり、生涯を通して

柔道との関わりによって得た経験や知識、そして気付きを、後に受け継ぐ場でなければならない

と考えています。

　柔道を創始した嘉納治五郎先生は、競技だけでなく、柔道を通した「人づくり」にも終生取り

組まれました。柔道の基本精神は「礼に始まり礼に終わる」にあり、日本が世界に誇れるスポー

ツであります。また柔道は、相手がいないと何も成し得ません。日々の練習の中、あるいは試合

の中で切磋琢磨しあう相手がいて、初めて自分自身を高めることが出来ます。選手の皆様には、

相手に敬意を払い心のこもった礼法を忘れることなく、正々堂々と戦っていただきたいと思い

ます。柔道は子供からお年寄り、様々な障害を抱える方まで生涯を通じて親しむことが出来るス

ポーツであります。これまで選手の皆様が得た経験や知識、そして気付きを立派な実業人として

社会の発展に寄与されますことを期待しています。

　最後になりましたが、本大会開催にあたり、絶大なるご支援、ご協力を賜りました尼崎市様を

はじめ、会員企業、関係諸団体の皆様、大会運営関係者の皆様に、重ねて感謝申し上げます。
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大 会 役 員
名 誉 顧 問 中 里 壮 也 松 本 　 眞
名 誉 会 長 森 　 詳 介
常 任 顧 問 駕 田 　 毅 橋 田 紘 一

白 畑 　 優 福 井 　 進 阪 本 茂 樹
朝 比 奈 秀 典 石 田 榮 一 大 橋 武 彦 金 森 大 蔵 近 藤 康 之 瀬 戸 口 正 征
戸 髙 善 之 橋 本 　 上 平 泉 博 史 廣 岡 　 聡 宝 月 章 彦 山 本 裕 洋
米 澤 隆 弘

参 与 蘭 　 徳 美 伊 志 嶺 朝 雄 上 賀 善 寛 岡 島 　 強 北 川 征 勇 田 尾 　 勲
谷 口 重 道 藤 原 良 平 本 間 光 徳 水 谷 久 夫 山 﨑 真 一 郎 吉 岡 智 行
吉 原 成 起

会 長 松 本 秀 作
副 会 長 唐 池 恒 二 今 居 武 士 末 次 　 稔
大 会 顧 問 近 藤 　 徹 村 上 弘 一 藤 木 崇 博 西 中 信 治 藤 田 家 將 鎌 田 　 基

譜 久 島 尊 信 白 曼 靖 二 瀧 本 敏 明 稲 吉 久 徳 藤 原 正 隆 畠 山 武 士
岡 本 主 税 小 川 貴 則 小 松 一 俊 武 田 大 輔 森 望 池 辺 和 弘
佐 藤 尚 文 小 林 哲 夫 奈 須 彪 流 片 渕 一 真 八 代 宏 幸 倉 田 克 己
内 田 　 強 西 條 　 仁 和 田 　 剛 中 山 敦 雄 内 海 健 雄 栗 田 泰 司
中 村 　 克 和 氣 慎 弥 平 川 晴 基 平 田 和 義 大 村 登 喜 康 小 川 昌 寛

大 会 参 与 村 元 辰 寛 松 本 秀 樹 冨 田 寛 司 米 光 克 志 廣 井 清 隆 山 本 孝 一
森 岡 泰 之 福 井 慶 藏 湊 谷 知 幹 片 渕 一 真 村 田 秀 人 岩 切 省 吾
岩 切 省 吾 松 下 琢 磨 中 田 正 裕 廣 田 光 二 池 田 和 博 野 口 幸 雄
古 荘 真 吾 平 泉 博 史 作 本 　 豪 萩 野 章 吾 渡 邉 乃 祐 上 薗 義 明
岡 田 真 二 高 松 雄 太 善 明 康 二

大 会 委 員
委 員 長 田 中 裕 二
副 委 員 長 丸 谷 武 久 山 本 　 剛 岡 本 　 有
委　　　員 三 好 伊 知 郎 小 島 喜 一 朗 永 井 航 生 阿 部 敏 幸 乾 　 義 昭 大 河 内 隆 司

大 槻 雄 二 大 山 昭 三 小 川 豊 清 金 丸 明 人 喜 多 康 之 小 泉 友 厚
甲 能 　 武 児 島 廣 政 齋 藤 俊 郎 重 原 　 努 多 嶋 智 明 寺 西 　 武
樋 川 　 純 中 川 達 治 中 村 伸 一 橋 本 　 直 日 蔭 暢 年 広 瀬 　 武
古 宮 洋 二 松 阪 　 誉 御 手 洗 大 作 山 城 武 史 横 井 健 二 横 田 輝 隆
布 施 玄 秀 横 山 和 典 渡 邊 裕 二 伊志嶺朝之介 岡 野 輝 則 勝 見 拓 登
小 山 敬 上 柴 田 宗 輝 瀬 尾 麻 世 高 橋 正 次 郎 田 中 寛 仁 樽 谷 哲 子
出 口 嘉 之 徳 山 唯 志 西 澤 俊 和 橋 本 　 等 久 冨 勝 之 福 田 隆 文
藤 本 栄 二 増 子 洋 平 松 本 邦 彦 三 浦 翔 平 村 田 正 夫 森 田 友 蔵
薮 田 幸 士 横 田 大 二 郎 吉 岡 正 人 吉 薗 勇 太 吉 竹 慎 二 吉 原 起 人
河 村 喜 久 武 石 康 夫

競 技 役 員
審 判 長 金 丸 明 人
副 審 判 長 淺 堀 　 裕 渡 邊 裕 二
審 判 員 田 中 寛 仁 甲 能 　 武 小 川 豊 清 瀬 尾 麻 世 伊 志 嶺 朝 広 増 田 仁 子

大 町 綾 子 衛 藤 啓 二 北 田 裕 美 子 稲 川 郁 子 工 藤 　 文 荒 牧 　 勇
釜 田 安 寛 福 田 隆 文 大 城 　 功 棚 原 　 淳 権 藤 利 幸 岡 本 　 航
井 上 直 樹 藤 本 栄 二 山 部 朗 禎 中 農 恵 子 中 山 朋 也 池 口 恵 二 朗
田 伏 一 晴 横 江 　 渉 福 岡 幸 司 松 崎 伸 哉 水 谷 有 希 山 本 雅 之
長 尾 翔 太 木 下 泰 成

全 体 統 括 田 中 裕 二
総 務 主 任 三 好 伊 知 郎
受付統括(含報道) 岡 本 　 有
受付係(来賓・役員) 瀬 戸 口 正 征 橋 本 　 直 山 城 武 史
受付係(チーム) 小 島 喜 一 朗 三 好 伊 知 郎 喜 多 康 之 横 田 大 二 郎 西 澤 俊 和 吉 原 起 人
観 客 受 付 （吉岡正人） 坪 田 園 美 ＜補助役員２名＞ 御 手 洗 大 作
プログラム販売 坪 田 園 美 ＜補助役員２名＞
接 遇 係 鳴 海 洋 子 ＜補助役員２名＞
競技運営統括 山 本 　 剛 河 村 喜 久
式 典 主 任 乾 　 義 昭
式 典 表 彰 係 山 本 　 剛 河 村 喜 久 丸 谷 武 久 村 田 正 夫 甲 能 　 武 増 田 仁 子
進行主任(試合場統括) 阿 部 敏 幸
進 行 係 中 村 伸 一 吉 原 起 人
会場主任(警備・備品) 丸 谷 武 久
会 場 係 三 好 伊 知 郎 喜 多 康 之 山 城 武 史 村 田 正 夫 ＜補助役員３名＞
選手変更受付 乾 　 義 昭 武 石 康 夫 大 槻 雄 二
放 送 係 小 島 喜 一 朗 寺 西 　 武 ＜補助役員２名＞
記 録 主 任 永 井 航 生
記 録 係 重 原 　 努 山 本 　 剛 古 野 修 治 横 井 健 二
ケアシステム 重 原 　 努 吉 竹 慎 二 ＜補助役員４名＞
試 合 場 主 任 増 子 洋 平 服 平 健 太 郎 吉 岡 正 人 森 　 啓 充
試合場副主任 小 山 敬 上 横 田 大 二 郎

小 川 哲 也 大 村 達 也 藤 本 一 世 森 　 亮 介 （兵庫）
太 中 憲 一 大 森 　 　 （滋賀）

試 合 場 係 ＜補助役員24名＞
掲 示 係 村 田 正 夫 ＜補助役員２名＞
優秀選手選考委員 橋 本 　 直 松 坂 　 誉 斎 藤 俊 郎
救 護 主 任 三 好 伊 知 郎
顧問ドクター 田 邉 　 誠 熨 斗 優 樹
補 助 救 護 員 河 野 邦 人 玄 田 邦 住
救 護 整 復 師 蓮 子 将 基 松 岡 奨 太
報 道 主 任 小 島 喜 一 朗
報 道 係 岡 本 　 有 西 澤 俊 和
インターネット中継 吉 竹 茂 利 吉 竹 慎 二
写 真 係 佐 藤 　 洋

事 務 局  岡 本 　 有 三 好 伊 知 郎 吉 薗 勇 太

大 会 次 第
開会式
１　 役 員 ・ 選 手 入 場
２　 開 会 宣 言　　　大 会 委 員 長　　田 中 裕 二
３　 国 歌 斉 唱
４　 優 勝 杯 ・ 優 勝 旗 返 還
５　 開 会 の あ い さ つ　　　会　　　　　　長　　松 本 秀 作
６　 来 賓 祝 辞　　　尼 崎 市 長　　松 本 　 眞
７　 特 別 表 彰　　　喜 多 康 之　　冨 岡 寛 司
８　 選 手 宣 誓　　　選 手 代 表　　小 川 竜 昂（日本製鉄）
９　 選 手 退 場

試　合
第１部　第２部　第３部　女子の部　男子シニアの部

閉会式
１　 役 員 ・ 選 手 入 場
２　 成 績 発 表
３　 表 彰
４　 閉 会 宣 言　　　大 会 副 委 員 長　　山 本 　 剛
５　 役 員 ・ 選 手 退 場

「岡林賞」
昭和50～56年、３代目会長としてオイルショックの厳し
い状況を打開してこられた故岡林事元会長が米寿を迎え
られるに際し基金の提供があり、その基金活用のため岡
林杯を設けた（平成８年）。平成15年度から女子の最優秀
選手賞とし、平成19年から岡林賞と改称した。

「銅金賞」
昭和38～50年の永きに亙り当連盟の草創期を会長として
東奔西走された故銅金 一元会長のご遺族から基金の提
供があり、その基金活用のため銅金杯を設けた（昭和60
年）。平成15年度から男子の最優秀選手賞とし、平成19
年から銅金賞と改称、男子第一部の最優秀選手賞とした。

「松本賞」
平成２～15年、５代目会長として、激動する経済情勢の
中を情熱をもって改革をすすめられ、数々のご功績を残
された故松本甫元会長のご遺徳を偲び、平成16年から「新
人賞」を「松本賞」と改めた。

「内閣総理大臣杯」
昭和36年（第２回大会）、当時の池田勇人総理
大臣から２基贈呈された（平成15年に修復）。
大理石の台座に銀製の大杯が載せられ菊の紋
章と「池田勇人」の直筆が刻印されている。

「米澤賞」
平成15～18年、６代目会長として本大会の充実強化のみ
ならず柔道底辺の拡大や地域社会への還元に心を砕か
れ、当連盟の社会的貢献に努められた故米澤三郎前会長
のご遺徳を顕彰し、平成19年から男子第二部の最優秀選
手賞として「米澤賞」を設けた。

「龍村賞」
故龍村基雄元会長は昭和56年～平成２年の長きに渡り、
４代目会長として類まれな指導力で連盟を牽引された。
また、ご生前にご寄贈戴いた「龍村基金」は連盟の安定
した財政基盤を形成している。連盟50周年の2015年、その
恩顧に深甚なる謝意を表し、男子第３部の最優秀選手を
「龍村賞」として新たに設けることとした。
（今大会は男子３人制の部から授与する）



6 7

頂きは高く　裾野は広く（Altius, Latius）
内閣総理大臣杯争奪　第61回西日本実業柔道団体対抗大会実施要項

１．日　　時
２．会　　場
３．主　　催
４．後　　援

５．参加資格

６．試合種目
　　と方法

７．試　　合

８．審 判 員
９．申込方法

10．参 加 料

11．組合せ抽選

12．表　　彰

13．代表者会議

14．選 手 変 更

15．審 判 会 議
16．練 習 会 場

17．開・閉会式
18．傷 害 保 険

19．弁 当 斡 旋

20．特 記 事 項

令和５年５月７日（日）10時（開会式)、終了次第試合開始
ベイコム総合体育館（尼崎市記念公園）兵庫県尼崎市西長洲町１－４－１
西日本実業柔道連盟
全日本実業柔道連盟、近畿柔道連盟、兵庫県柔道連盟、阪神柔道協会、尼崎柔道協会、尼崎市、尼崎市教育委員会、
尼崎市体育協会、(公財）尼崎市スポーツ振興事業団
①参加チームは西日本地区内にあって、会社（事業所単位)、公社、クラブ等で、本要項に基づいて参加を申込み、且つ、
参加料を納入したものであること。
②参加チーム数の制限はしない。
③参加選手は、全日本柔道連盟に登録した者であること。(チームの監督については、今年度は全柔連の「公認柔道指導者
資格制度」は適用しない｡）
①試合種目は、今大会では「男子シニアの部」(35歳以上対象）を新設し、男子第１部、同第２部、同第３部、同シニアの
部及び女子の部による団体対抗戦とする。
男子第１部及び同第２部は、１チーム選手５名、同第３部、同シニアの部及び女子の部は、１チーム選手３名による点取
り試合とする。
②男子シニアの部の選手配列は、先鋒35歳以上（1987年４月１日以前出生)、中堅40歳以上（1982年４月１日以前出生)、大
将45歳以上（1977年４月１日以前出生）の者とし、それぞれの年齢の上限は問わない。
③チームの員数は、男子第１部及び同第２部は、監督１名、選手５名、補欠２名、計８名、男子シニアの部は、監督１名、
選手３名、補欠３名、計７名、男子第３部及び女子の部は、監督１名、選手３名、補欠１名、計５名とする。
選手は各部を兼ねることはできない。又、チーム間の振替えも認めない。
④試合は、男子第１部は、Ａブロック、Ｂブロックに分けてリーグ戦を行い、順位を決め、各ブロックの１位による決勝戦
を行い、優勝、準優勝を決定する。第３位は、各ブロックの２位の２チームとする。なお、同一順位が生じた場合等、順
位決定の詳細は、抽選後参加チームに連絡する。
男子第２部、同第３部、同シニアの部及び女子の部は、トーナメント戦で行い、優勝、準優勝、第３位を決定する。
但し、各部とも、出場チームが６チーム以下の場合はリーグ戦とし、優勝、準優勝を決定する。
なお、男子第１部の各予選リーグの最下位チームの２チームは、次年度男子第２部に出場し、男子第２部の優勝、準優勝
チームは、次年度男子第１部に出場する。
また、第３部の優勝、準優勝及び第３位のチームは、次年度男子第２部出場を原則とする。
⑤男子第３部に複数出場可能なチームは、男子第２部に出場するよう努める。男子第３部及び女子の部は、先鋒には100kg
超級（男子)、78kg超級（女子）の選手の出場を自粛するように努める。
なお、選手全員100kg超級（男子)、78kg超級（女子）のチームは、その中で最軽量選手を先鋒起用するよう努める。
⑥選手の配列は、男子第１部は、試合ごとに変更を認める。男子第２部、同第３部、同シニアの部及び女子の部は、申込オ
ーダーで戦う。
男子第２部、同第３部、同シニアの部及び女子の部において、
ⅰ．参加申込後のメンバー及び順位の変更は認めない。
ⅱ．補欠の出場の場合、事故者のあとを補う。
⑦申込書提出後の選手・補欠の変更、補充については、男子第１部及び同第２部は、２名以内、男子３人制の部及び女子の
部は、１名のみ可能とする。男子シニアの部については、６．②の年齢枠ごと各１名を認める。
この変更、補充は14.の選手変更に定める選手変更時に理由を付して申し出た者に限り認める。
選手に欠員が生じた時は、まず補欠登録者をもってこれに充当することとする。
事故により一旦退いた選手は、次回以降出場することはできない。但し、この場合は、⑤の規定を適用しない。
⑧試合の勝敗は、次により決定する。試合時間は、男子シニアの部は３分、他の部は４分とする。
ⅰ．勝者数の多いチームを勝ちとする。尚、試合の勝ちの内容は、｢一本」｢技あり」｢僅差（指導差２以上)」の３種類と
　　し、これに満たない場合は「引分」とする。
ⅱ．ⅰにおいて勝者数が同数の場合は、「一本」による勝者の多いチームを勝ちとする。
ⅲ．ⅱにおいて勝者数が同数の場合は、「技有」による勝者の多いチームを勝ちとする。
ⅳ．ⅲにおいて勝者数が同数の場合は、任意で選出した選手による代表戦を行う。なお、代表戦についての試合方式は、
本戦（４分間）で決着しない場合は、ゴールデンスコアによる延長戦にて勝敗を決着する。(｢僅差」による決着は無し)。
⑨選手は、｢ゼッケン」(チーム名、苗字、縦25～30cm×横30～35cm）を柔道衣に縫い付けて試合すること。この条件に適
合していない者は試合に出場することはできない。
⑩柔道衣チェックは、各試合会場に設置した柔道衣測定器で、試合前に選手各自が行うこと。試合開始後に違反が判明すれ
ば即反則負けとする。

①令和５年４月１日時点の国際柔道連盟試合審判規定による。
②勝負の判定は、前号にかかわらず、６.⑧の定めを優先する｡
③今大会の柔道衣については、全日本柔道連盟柔道衣規格に合格した柔道衣（上衣、下穿、帯）を着用すること｡
参考：全日本柔道連盟柔道衣規格
≪上衣・下穿≫ ア．外枠が赤色のIJFラベルがついているもの 

イ．(赤色のIJFラベルがついていない場合)「JU0000」と赤字で表示された全柔連認証番号ラベルがついて
いるもの 

≪　　帯　　≫ ア．IJFラベルがついているもの（外枠の色は赤・青どちらでも可） 
イ．(IJFラベルがついていない場合） 

｢JU0000」と表示された全柔連認証番号ラベルがついているもの（赤・黒どちらでも可）
※女子の黒帯は、白線の入っていない帯を使用すること。 
※平成27年度より柔道衣規格が変更となっているため、最新の柔道衣リストは全柔連ホームページを
　参照のこと。

西日本実業柔道連盟の委嘱による。
①申込期日　４月３日（月）必着（期日厳守)：Eメールによる申し込みとする。メール申込が難しい場合は、下記申込先に
問合せて下さい。
(※昨年のホームページから申込む方式から、今回は変更しています）
②Eメール用の申込書は連盟ホームページからダウンロードのこと。または事務局にその旨メールをすれば折り返しメール
用申込書を返信する。
申込先　　〒573-1132　大阪府枚方市招提田近2-8　ダイコロ㈱内
　　　　　西日本実業柔道連盟事務局　　TEL 072-850-0773  FAX 072-850-0772
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメールアドレス：sanka@westjudo.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL　http://www.westjudo.jp/
大会参加料として、コロナ禍の状況に鑑み、次の額を４月３日（月）から４月10日（月）まで（申込〆切翌日から抽選結果
の公表前まで）の間に銀行振込で納入すること。振込は必ず会員（会社）名で行うこと。(個人名で振込まないこと)。
振込先　三菱UFJ銀行くずは支店　普通預金口座　112530　西日本実業柔道連盟
参加　１チームにつき　20,000円…男子第１部、同第２部
参加　１チームにつき　15,000円…男子第３部、同シニアの部
※但し、初出場の場合及び女子の部は参加料免除
抽選は、大会事務局が４月８日（土）にコンピューターにより厳正に行う。
抽選に際してはシード制を採用しない。
なお、組合せの発表は４月14日（金）以降、西日本実業柔道連盟ホームページにて発表する。
①男子第１部、同第２部の優勝チームに内閣総理大臣杯を授与する｡
②優勝、準優勝チーム、第３位（２チーム）まで賞状及び入賞賞品を授与する｡
但し、６チーム以内の場合は優勝・準優勝チームを、４チーム以内の場合は優勝チームのみを表彰する。
③男子第１部の最優秀選手１名に銅金賞を、同第２部の最優秀選手１名に米澤賞を、同第３部の最優秀選手１名に龍村賞を、
同シニアの部の最優秀選手１名に森賞を授与する。
女子の部の最優秀選手１名に岡林賞を授与する。
④新人（新卒者に限る）の中で最も活躍した男女選手各１名に松本賞を授与する。
⑤優秀選手に優秀選手賞を授与する。（各部とも３名）
代表者会議は開催せず、｢大会連絡事項」を大会開催３日前までに西日本実業柔道連盟ホームページ（http://www.
westjudo.jp/）に掲載する。
選手変更については、基本的に事前Eメール受付（jim@westjudo.jp）とする。この受付期間は４月27日(木）から５月１日
（月）17時までとする。
変更受付締め切り後の事故等による選手変更については、５月６日（土）15時から15時30分までとし、大会会場に受付場所
を設ける。(但し、５月６日の選手変更については、Eメール受付締め切り後の事故のみとし、変更届には事故日と理由記入
が必須となる｡）
なお、選手変更内容の開示については、Eメール受付分に、５月５日（金）までに参加チーム連絡責任者宛て（但し、メー
ルアドレスの申し出の場合に限る）にメール一斉送信する。
５月６日受付分については、大会当日、会場に掲示する。
大会当日９時より体育館会議室にて審判会議を行うので、審判員・審判委員は必ず出席すること。
大会前日は13時から17時まで地階格技室とする。大会当日は、１階「サブアリーナ」及び地階「格技室」とし、詳細は13.の
｢大会連絡事項」に記載する｡
コロナウイルス感染状況により、開催地の地方行政機関の指導基準に従い決定する｡
本大会において当連盟は傷害保険（死亡、後遺障害、入院に適用）に加入する。但し、試合中の傷害に対する補償のみとす
る。また、通院の補償には適用されないので、各社又は各人は自己責任にて他の傷害保険に加入すること。
大会当日の昼食弁当を下記により斡旋するので、希望チームは申込むこと。
１食　900円 （お茶付、消費税込）
①本大会では「試合場におけるコーチの振る舞いについて」および「脳振盪対応について」2012年４月１日付け全日本柔道
連盟通達（別添参照）を適用する。
②大会で撮影された写真、映像の肖像権は主催者、共催者に帰属する。

新型コロナウイルスの対応策について
　本大会の新型コロナウイルス感染拡大の防止対策は以下の通りと致します。但し、今後の政府の基本方針に準拠し、行動制限の緩和あ
るいは強化決定等がなされた場合は、機動的に対応します。
①試合場に入場する選手、指導者等、すべてが健康記録表を提出すること。
②出場選手はPCR検査の陰性証明書の提出は求めませんが、チームや生活を共にする者に感染者または濃厚接触者が発生した場合は、こ
の限りでありません。詳細は、参加申込〆切後に参加チームに案内します。

③会場の入場人数の目安は、尼崎市による「令和５年２月３日更新の公園施設等の取扱い」により、従来の各室の入場限度は撤廃されま
した。但し、その他の取扱い（入場者に対する主催者の行動管理等、主催者による感染対策の徹底）は継続されています。なお、今後
更なる緩和、あるいは逆に強化される場合は、この限りではありません。　

④試合場、練習場の畳の殺菌、消毒は畳の保全上の事情から実施しません。但し、足ふきマットによる殺菌消毒を実施します。
⑤会場入場者は全員マスクを着用のこと（選手は対戦中を除き着用)。
　なお、大会開催に向けて準備を進めておりますが、新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、中止になる場合もありますので予
めご了承ください。
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連盟63年の歩みと今後に向けた取り組み
当連盟について

　当連盟は昭和35年（1960年）に発足しました。発足に当たっては、丸善石油（現コスモ石油)、東洋レーヨン(現東レ)、

富士製鉄（現日本製鉄)、南海電気鉄道等の民間企業に勤務する柔道家達の奔走と読売新聞社の全面的バックアップが

あったと記録されています。

　西日本実業柔道団体対抗大会（第１回大会は「近畿実業団柔道大会｣、その後「西日本実業団柔道大会」から現在と大

会名称の変遷を経る）は、上村春樹現講道館長始め、幾多の名選手、オリンピックゴールドメダリストを輩出し、昭和

38年（1963年）の東京オリンピック前年のプレ五輪開催と令和２年、３年のコロナ禍による吉凶相伴う開催見送りがあ

りましたが、ここに第60回記念大会を開催の運びとなりました。

　また、第２回大会時に時の池田勇人内閣総理大臣から優勝カップ２基が贈られ、内閣総理大臣杯争奪を戴冠すること

になりました。

｢頂きは高く、裾野は広く」の実践について

　当連盟が主催する本大会は第１回の有段者の部、無段者の部の２部制から始まり、カテゴリー区分の変遷を経てきま

したが、その本質は、実業団に所属する我が国を代表するトップ選手から市井の道場で汗を流し、大会出場を練習の目

標、励みとする柔道愛好青年まで幅広い層を対象にしてきました。

　これを表現するに本大会プログラム表紙にも掲げた「頂きは高く、裾野は広く」という標語に尽くすことが出来ます。

　当連盟では、これを単なる標語に留めず、連盟創立60周年を期して微力ではありますが、これの具現化に取り組むこ

ととしました。

　その端緒として、前大会から初参加チームと女子チームの参加料を免除しています（概ね５年継続予定)。

　今大会からは生涯柔道普及の一助となるべく、35歳以上、40歳以上、45歳以上の選手からなる「男子シニアの部」を

新設しました。

クラウドファウンディングの導入

　この連盟理念の具現化には、それ相応の原資も必要なことから、インターネットを介して不特定多数の人々から少額

資金調達手法である「クラウドファウンディング」の導入を目指し、制度設計を進めています。

　この趣旨にご賛同されご協力戴く方には、当連盟ならではの返礼品も検討中です。近く連盟ホームページ等を介して

広く周知を図って参ります。その節は宜しくご協力のほどお願い申し上げます。

歴代会長
倉田　定雄
　　昭和35年（1960年)～昭和38年（1963年）
銅金　 一
　　昭和38年（1963年)～昭和50年（1975年）
岡林　事
　　昭和50年（1975年)～昭和56年（1981年）
龍村　基雄
　　昭和56年（1981年)～平成２年（1990年）

松本　甫
　　平成２年（1990年)～平成15年（2003年）
米澤　三郎
　　平成15年（2003年)～平成18年（2006年）
森　詳介
　　平成18年（2006年)～令和４年（2022年）
松本　秀作
　　令和５年（2023年)～現在に至る
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１．技の判定
新ルール）令和年４月１日から全日本柔道連盟主催大会で適用する「国際柔道連盟試合審判規定｣（2022-

2024）で行う。(IJF発表英文の意訳）
①技の連続　
一度動きが止まってから押し込むような技は技の効果を与えない。

②技ありの基準１
｢体側全体」が90度以上背中側、もしくは片方の「肩」と「背中上部」が接地した 場合は技ありを与え
る。体側全体が90度以上背中側に傾いて接地した場合、肘が外側に出ていても技ありを与える。「体側の
全体」は「腰」と「肩」のポジションをみる。

③技ありの基準２
体側全体が 90 度以上背中側、もしくは片方の「肩」及び「背中上部」が接地した場合、技ありを与える。
肘が外側に出ていても技ありを与える。

④技ありの基準３
｢受」が同時に両手、両肘をついた場合、｢取」に技ありを与えると共に「受」に指導を与える。

⑤通称「めくり｣（相手の背後からめくるように返していく技）は技の効果を認めない。
⑥通称「逆背負投｣（通常の背負い投げの方向とは逆方向に落とす投げ方）は技の効果を認めず、逆に指導を
与える。

⑦技の最後の動作で帯より下に触れることを認める（投げた場合は技の効果を認める)。技が中断した場合
に、帯より下を掴んだ場合は寝技として看做し、技の効果や反則は与えない。

⑧攻撃姿勢（逃げていない場合）であれば「奥襟」と「襟」を握ることを認める。
⑨本来の組み手ではない、後帯、片襟、クロスグリップ、ピストルグリップ、ポケットグリップは攻撃の準
備段階では認める。

⑩(相手の）組手を片手、もしくは両手で切り、直ちに組手を持ち直しても、攻撃しようとする展開であれ
ば、｢指導」は与えない。
(相手の）組手を片手、もしくは両手で切り、直ちに組手を持ち直さない場合は指導を与える。

⑪｢柔道衣の直し｣、｢髪の直し」は１試合にそれぞれ一回認められる。2 回目は「指導」を与える。
⑫頭から突っ込んでの投げ技、頭から畳に突っ込むように投げる技は「反則負け」になる。

２．点取り戦
本戦で両選手とも得点差が無い場合は引分とする。

３．代表戦
任意選出１名の選手により行う。試合方式は個人戦と同様とする（｢僅差」による決着は無し)。規定時間内
で決着がつかぬ場合は時間無制限のゴールデンスコア（延長戦）にて勝負を決する。

４．柔道衣
今大会の柔道着については、全日本柔道連盟柔道衣規定に合格した柔道衣の着用とする）

５．ケアシステム（審判用ビデオ）
全試合にて採用する（ビデオカメラは固定１台)。決勝戦はカメラ２台で検証する。

以上

新罰則（指導）の内容
試合中に柔道衣が乱れ、帯より外に上衣の裾（背部を含む）が出た場合、主審の「待て」から「始め」の間に、
選手自ら素早く柔道衣を直すこと。
主審が「待て」を掛けても、乱れた柔道衣を直そうとせず、放置し乱れたまま「始め」を待っている時に、
主審より柔道衣を直すよう指示された場合、これを１回目とカウントし、２回目以降はその都度「指導」が
与えられる。
合わせて帯も、本人が緩く結ぶことが原因で解け、自ら固く結び直さず主審から指示された場合もカウント
の対象となる。
選手は「待て」から「始め」までの間に、自ら素早く服装を直し、帯を固く締めなければならない。
但し、積極的な試合展開で、例えば柔道衣の上衣がすっぽり脱げた場合に服装を直す指示を主審が行っても
カウントされない。
あくまでも、場外や寝技の停滞などで「待て」が掛かった場合、選手が柔道衣の乱れを放置し、主審から指
示された場合にカウントされる。
「待て」の後、選手が自ら柔道衣を直そうとする場合、「髪の結直し」と同じく少し猶予を与える。
帯を解いて服装を直す場合は、従来通り主審の指示・許可がなければならない。
※背部の裾の長さが臀部を覆っていない、体幹部が細く胸元の合わせ目が浅い等は、柔道衣の乱れやすさの
一因である。上記罰則を導入するにあたり、柔道衣コントロールをより厳密に行う様に徹底して頂きたい。

全柔連発30-0800
平成31年３月26日

第61回西日本実業柔道団体対抗大会でのルールの取扱

柔道衣の乱れに対する新たな罰則（指導）の施行について



12 13

①-16

①-15

②-3
②-5

②-12

②-2

②-6

②-1
②-9

②-4

③-5

③-6

③-7

③-8

③-9

③-10

③-11

③-12

③-1

③-13

③-17 ④-17

④-18

④-13

④-14

④-15

④-16

④-22

④-19

④-20
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④-6
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④-8
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④-10
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④-1

④-2

④-3

④-4

③-18

③-21 ④-21

③-14

③-15

③-16

③-19

③-22

③-20

③-2

③-3

③-4

①-14

①-13

組 み 合 わ せ

第１部（８チーム）

第２部（10チーム）

男子シニアの部（８チーム）

Aブロック

Bブロック

決勝戦
Aブロックの１位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bブロックの１位

第３部（40チーム）

女子の部（４チーム）

安 川 電 機 １

神 戸 刑 務 所 ２

イ カ イ 九 州 ３

不二熱学サービス ４

吉 川 工 業 Ａ ５

豊 中 市 役 所 ６

関 西 医 療 学 園 ７

神 戸 拘 置 所 ８

瀬 田 柔 道 会 ９

徳 島 刑 務 所 10

東 レ 11

加古川刑務所Ｂ 12

戸 髙 鉱 業 社 Ｂ 13

姫路少年刑務所 14

ＡＬＳＯＫ近畿Ｂ 15

京 都 刑 務 所 Ａ 16

氣 樂 道 場 Ａ 17

明 道 館 18

関 西 電 力 Ａ 19

日 本 生 命 20

大 阪 刑 務 所 １

国 分 自 衛 隊 ２

ダ イ コ ロ ３

大 阪 ガ ス Ａ ４

日 本 生 命 ５

大 阪 ガ ス Ａ １

瀬 田 柔 道 会 ２

九 州 電 力 ３

ひらた整骨院クラブB ４

チーム名 旭化成 JR九州 日本エースサポートB 九州電力
旭化成 ①-１ ①-11 ①-7

JR九州 ①-5 ①-9

日本エースサポートB ①-３

九州電力

チーム名 日本製鉄 戸髙鉱業社 日本エースサポートA 東レ
日本製鉄 ①-２ ①-12 ①-8

戸髙鉱業社 ①-６ ①-10

日本エースサポートA ①-４

東レ

チーム名 JR九州 大阪刑務所 日本エースサポート 吉川工業
JR九州 ②-7 ②-14 ②-10

大阪刑務所 ②-11 ②-13

日本エースサポート ②-8

吉川工業

21 加古川刑務所Ａ

22 関 西 電 力 Ｂ

23 O s a k a  M e t r o

24 東 建 大

25 新 日 鉄 大 分

26 吉 川 工 業 Ｃ

27 京都医健専門学校

28 京 都 刑 務 所 Ｂ

29 興徳クリーナー

30 九 電 工

31 戸 髙 鉱 業 社 Ａ

32 吉 川 工 業 Ｂ

33 鳥 取 刑 務 所

34 ＡＬＳＯＫ近畿Ａ

35 日 亜 化 学 工 業

36 国 分 自 衛 隊

37 氣 樂 道 場 Ｂ

38 兵 庫 県 教 員

39 平 川 商 事

40 エ イ チ ア イ

６ 日 本 製 鉄

７ 安 川 電 機

８ 大 阪 ガ ス Ｂ

９ 神 戸 刑 務 所

10 O G A W A 警 備

５ 豊 中 市 役 所

６ ひらた整骨院クラブA

７ 大 阪 ガ ス Ｂ

８ ダ イ コ ロ
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☆地階案内図☆

☆２階平面図☆

内 閣 総 理 大 臣 杯 争 奪

第61回西日本実業柔道団体対抗大会

☆会場図☆
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試　合　場　割　当　表 参　加　企　業　一　覧
No. 会　社　名 〒 所　在　地 1部 2部 3部 女子 シニア
1 旭化成㈱　延岡支社 882-0847 宮崎県延岡市旭町２丁目１番地３ 1

2 ALSOK近畿㈱ 540-0012 大阪市中央区谷町２-３-４　サンシャイン大手前ビル４F 2

3 ㈱イカイ九州 811-4173 福岡県宗像市栄町12-19　カサデエスタシオン102 1

4 エイチアイ 830-1116 福岡県久留米市北野町石崎56番地１ 1

5 大阪ガス㈱ 541-0046 大阪市中央区平野町４-１-２ 2 2

6 大阪刑務所 590-0014 大阪府堺市堺区田出井町６-１ 1 1

7 Osaka Metro柔道部 550-0025 大阪市西区九条南１-12-62 1

8 OGAWA警備㈱ 590-0126 大阪府堺市南区泉田中661-１ 1

9 加古川刑務所 675-0061 兵庫県加古川市加古川町大野1530 2

10 関西医療学園 558-0011 大阪市住吉区苅田６-18-13 1

11 関西電力㈱ 530-8270 大阪市北区中之島３丁目６番16号 2

12 九州電力 810-0004 福岡市中央区渡辺通り２丁目１番82号 1 1

13 ㈱九電工 815-0081 福岡市南区那の川１丁目23番35号 1

14 京都医健専門学校 604-8203 京都市中京区衣棚町51-２ 1

15 京都刑務所 607-8144 京都市山科区井ノ上町20 2

16 氣樂道場 571-0070 大阪府門真市神野口町23-24-201 2

17 ㈱興徳クリーナー 596-0817 大阪府岸和田市岸の丘町二丁目２番15号 1

18 神戸刑務所 674-0061 兵庫県明石市大久保町森田120番地 1 1

19 神戸拘置所 651-1124 兵庫県神戸市北区ひよどり北町２-１ 1

20 陸上自衛隊国分駐屯地 899-4322 鹿児島県霧島市国分福島２丁目４-14 1 1

21 JR九州 812-8566 福岡市博多区博多駅前３丁目25-21 1 1

22 瀬田柔道会 520-2141 滋賀県大津市大江２-33-３ 1 1

23 ダイコロ㈱ 573-1132 大阪府枚方市招提田近２-８ 1 1

24 ㈲東建大 556-0012 大阪市浪速区日本橋東３-14-10　グランソレイユ201 1

25 東レ㈱ 520-0846 滋賀県大津市園山１丁目１番１号 1 1

26 徳島刑務所 779-3133 徳島市入田町大久200-１ 1

27 ㈱戸髙鉱業社 879-2471 大分県津久見市合ノ元町５番18号 1 2

28 鳥取刑務所 680-1192 鳥取市下味野719 1

29 豊中市役所 561-8501 大阪府豊中市中桜塚３-１-１ 1 1

30 日亜化学工業㈱ 774-0044 徳島県阿南市上中町岡491-100 1

31 日本製鉄㈱九州製鉄所大分地区 870-0902 大分市西ノ洲１番地 1

32 日本製鉄㈱ 671-1188 兵庫県姫路市広畑区富士町１番地 1 1

33 日本生命保険（相） 540-8501 大阪市中央区今橋３-５-12 1 1

34 姫路少年刑務所 670-0028 兵庫県姫路市岩端町438 1

35 兵庫県教員 653-0003 兵庫県神戸市長田区五番町８-５ 1

36 平川商事㈱ 581-0031 大阪府八尾市志紀町１丁目18 1

37 ひらた整骨院クラブ 560-0024 大阪府豊中市末広町１-３-31 2

38 不二熱学サービス㈱ 542-0081 大阪市中央区南船場２丁目１番３号　フェニックス南船場７階 1

39 日本エースサポート㈱ 569-0802 大阪府高槻市北園町13-19 2 1

40 明道館 810-0042 福岡市中央区赤坂１丁目14-10 1

41 ㈱安川電機 806-0004 福岡県北九州市八幡西区黒崎城石２番１号 1 1

42 吉川工業 805-8501 福岡県北九州市八幡東区尾倉２-１-２ 3 1

8 10 40 4 8
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参　加　選　手　一　覧　表
第１部
選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県 選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県

１. 旭 化 成 監督 海 老 泰 博

１ 4 尾 原 琢 仁 28 193 125 筑波大 兵 庫

２ 3 山 本 悠 司 27 173 81 天理大 北海道

３ 3 川 田 修 平 27 184 115 明治大 愛 知

４ 3 笹 谷 　 健 23 182 90 東海大 大 阪

５ 3 羽田野竜輝 23 180 120 明治大 大 分

６ 4 中 西 一 生 22 178 90 国士舘大 福 岡

７ 4 千野根有我 22 186 130 筑波大 大 阪

２. J R 九 州 監督 久 冨 勝 之

１ ３ 石 貫 壱 聖 26 175 81 帝京科学大 熊 本

２ ２ 植 田 祐 太 27 170 90 名城大 大 分

３ ３ 斗石凜太郎 27 177 90 日本体育大 長 崎

４ ３ 祝  貴 之 27 170 90 福岡大 長 崎

５ ３ 東  幸 尚 28 173 90 九州産業大 福 岡

６ ２ 工 藤 樹 希 22 172 90 福岡大 熊 本

７ ３ 弓 削 凜 月 23 165 90 日本体育大 福 岡

３. 日本エースサポートＢ 監督 藤 猪 省 太

１ 4 三 井 大 輝 30 173 73 国士舘大 大 阪

２ 3 五 味 佳 将 28 167 66 日本体育大 埼 玉

３ 2 小 原 弘 暉 27 173 90 筑波大 兵 庫

４ 3 納 庄 兵 芽 25 166 60 天理大 兵 庫

５ 3 関 根 聖 隆 24 173 100 筑波大 神奈川

６ 3 大 村 康 太 23 174 100 東海大 福 岡

７

４. 九 州 電 力 監督 山 本 泰 三

１ 4 七 戸 　 虎 33 190 110 福岡大 沖 縄

２ 3 浦 川 大 生 28 170 85 日本大 福 岡

３ 2 中 島 　 淳 23 165 68 鳥栖工業高 福 岡

４ 2 荒 木 海 人 23 178 90 慶応義塾大 福 岡

５ 3 安 部 光 太 22 178 90 東海大 福 岡

６ 3 飯 田 竜 生 22 175 78 慶応義塾大 福 岡

７ ２ 大 坪 奨 武 18 170 70 佐賀工業高 佐 賀

５. 日 本 製 鉄 監督 齋 藤 　 俊

１ 5 小 川 竜 昂 29 183 110 国士舘大 兵 庫

２ 3 佐 藤 和 哉 27 181 118 日本大 静 岡

３ 3 田 中 源 大 26 180 125 明治大 山 口

４ 4 植岡虎太郎 22 175 102 天理大 福 岡

５ 3 木 元 拓 人 25 190 130 日本大 千 葉

６ 3 黒 岩 貴 信 29 193 127 筑波大 福 岡

７

７. 日本エースサポートＡ 監督 藤 猪 省 太

１ 5 佐 藤 雄 哉 32 170 73 国士舘大 東 京

２ 2 野上廉太郎 25 174 73 筑波大 茨 城

３ 3 中 島 大 貴 24 177 120 東海大 大 分

４ 3 福 田 大 吾 24 164 60 鹿屋体育大 兵 庫

５ 2 勝 部 　 翔 24 172 73 天理大 京 都

６ 3 服 部 竜 也 23 167 90 桐蔭横浜大 神奈川

７

６. 戸 髙 鉱 業 社 監督 出 口 嘉 之

１ 3 吉 野 弘 人 23 178 90 鹿屋体育大 鹿児島

２ 2 村 田 大 起 19 171 110 杵築高 大 分

３ 2 佐 藤 周 也 19 168 81 延岡学園高 東 京

４ 初 嶌 田 恵 介 23 175 100 国東高 大 分

５ 3 西 岡 嵩 光 32 185 110 日本文理大 大 分

６ 3 崎 村 和 幸 34 173 100 日田林工高 大 分

７

８. 東 レ 監督 西 澤 昌 樹

１ 3 中 原 諒 人 27 160 66 天理大 滋 賀

２ 3 内 藤 竜 生 26 177 81 近畿大 兵 庫

３ 3 大 西 勇 気 26 173 73 報徳学園高 兵 庫

４ 3 新 井 滉 燿 25 185 100 天理大 兵 庫

５ 4 田 村 真 我 35 175 100 天理高 滋 賀

６

７

祝　第61回西日本実業柔道団体対抗大会

代表取締役　河 本 大 成

大成エンジニアリング株式会社

〒573-1105 大阪府枚方市南楠葉１丁目51-８ 大成ビル１F
TEL（072)868-5755　FAX（072)868-5715
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第２部
選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県 選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県 選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県

１. 大 阪 刑 務 所 監督 鈴木康太郎

先鋒 4 奥 田 泰 平 29 175 90 国士舘大 滋 賀

次鋒 3 松 本 孝 司 23 178 85 岡山商科大 大 阪

中堅 2 山 本 晋 平 25 175 95 皇學館大 大 阪

副将 4 武 田 一 勲 32 195 135 天理大 大 阪

大将 2 錦 　 風 樹 30 175 130 履正社高 大 阪

補欠 初 鎌 田 佳 希 19 170 81 汎愛高 大 阪

補欠 2 山 本 　 涼 25 173 73 流通経済大 大 阪

９. 神 戸 刑 務 所 監督 髙 森 清 寛

先鋒 2 木 村 友 輔 25 170 90 近畿大 大 阪

次鋒 2 岡 田 一 真 22 180 88 鹿屋体育大 兵 庫

中堅 3 東 部 雄 大 25 175 90 日本体育大 大 阪

副将 4 河合賢太郎 29 180 110 岡山商科大 大 阪

大将 4 大 山 湧 暉 29 177 100 天理大 兵 庫

補欠

補欠

２. 国 分 自 衛 隊 監督 相 馬 大 樹

先鋒 2 加 藤 　 駿 28 165 70 明桜館高 鹿児島

次鋒 初 小 原 健 誠 21 166 81 鹿児島情報高 鹿児島

中堅 3 渡 邊 裕 太 32 173 82 岡山商科大 鹿児島

副将 3 前 川 将 悟 27 177 90 鹿児島工業高 鹿児島

大将 初 今 村 朱 利 20 178 110 柳ヶ浦高 鹿児島

補欠 初 岩 元 魁 里 19 160 65 鹿児島実業高 鹿児島

補欠 2 峯 崎 愛 翔 19 170 85 明桜館高 鹿児島

10. ＯＧＡＷＡ警備 監督 小 川 貴 則

先鋒 3 松 永 昂 大 25 169 66 東海大 京 都

次鋒 3 籾 山 航 大 22 173 77 東海大 秋 田

中堅 3 小 川 裕 暉 23 183 90 天理大 大 阪

副将 2 稲 植 　 晃 24 168 80 関西大 大 阪

大将 2 奥本将之介 27 165 80 近大附属高 大 阪

補欠

補欠

３. ダ イ コ ロ 監督 吉 薗 勇 太

先鋒 2 手柴宗一郎 25 167 68 日体大 福 岡

次鋒 3 一ノ瀬大暉 29 167 90 近畿大 和歌山

中堅 2 小 田 春 樹 19 174 120 加藤学園高 静 岡

副将 2 清 政 真 人 23 162 68 神戸国際大高 兵 庫

大将 4 前 山 昌 平 25 169 70 国士舘大 鹿児島

補欠 初 平 川 恭 次 22 166 76 東海大福岡高 福 岡

補欠 2 菅 　 太 陽 21 168 83 鹿児島実業高 鹿児島

４. 大 阪 ガ ス Ａ 監督 松 本 邦 彦

先鋒 3 兵 頭 　 京 22 163 70 天理大 愛 媛

次鋒 3 長谷川樹希 23 180 94 甲南大 兵 庫

中堅 4 門 田 昇 馬 26 171 70 天理大 兵 庫

副将 2 亀 谷 嗣 温 23 180 83 近畿大 大 阪

大将 初 辻 本 智 大 21 177 107 神戸科学技術高 兵 庫

補欠

補欠

５. 日 本 生 命 監督 柴 田 宗 輝

先鋒 2 北 村 　 翔 28 168 66 鹿屋体育大 熊 本

次鋒 4 長 尾 崇 文 25 170 65 日本体育大 香 川

中堅 2 田 上 英 也 25 176 84 鹿屋体育大 兵 庫

副将 2 境　辰五郎 24 183 76 鹿屋体育大 熊 本

大将 3 田 中 和 輝 28 167 95 天理大 京 都

補欠

補欠

７. 安 川 電 機 監督 岡 野 直 樹

先鋒 2 平 﨑 省 吾 26 178 110 鹿屋体育大 大 分

次鋒 3 篠 原 泰 斗 22 175 85 東洋大 福 岡

中堅 4 中 野 隆 成 27 178 110 北九州市立大 徳 島

副将 3 手 嶋 柾 明 27 183 130 福岡大 福 岡

大将 3 野 口 祐 弥 27 182 130 鹿屋体育大 福 岡

補欠 初 圡 井 　 隼 24 176 100 八幡工業高 福 岡

補欠 初 津久田敦史 24 172 70 八幡工業高 福 岡

６. 日 本 製 鉄 監督 西 山 大 希

先鋒 3 佐 藤 大 知 22 163 66 明治大 岩 手

次鋒 3 上 田 轄 麻 29 185 135 明治大 岐 阜

中堅 4 谷 井 大 輝 30 175 88 東海大 富 山

副将 3 山 村 陸 斗 22 172 85 天理大 三 重

大将 2 大 橋 賢 人 28 172 95 筑波大 千 葉

補欠

補欠

８. 大 阪 ガ ス Ｂ 監督 松 本 邦 彦

先鋒 初 中 村 　 暖 18 170 80 神戸科学技術高 兵 庫

次鋒 2 山 鹿 陽 平 24 175 77 摂南大 大 阪

中堅 初 小 山 敬 生 20 173 80 神戸科学技術高 兵 庫

副将 3 神 明  翼 25 167 71 大阪経済大 大 阪

大将 初 若 林 誠 人 19 182 125 履正社高 大 阪

補欠

補欠
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選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県 選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県

第３部

１. 安 川 電 機 監督 粟 　 隆 寛

先鋒 2 井 筒 淳 人 26 167 68 八幡工業高 福 岡

中堅 2 山 口 　 将 24 175 90 戸畑工業高 福 岡

大将 2 池　亮一郎 22 170 72 八幡工業高 福 岡

補欠 2 猪 股 涼 太 28 170 70 豊国高 福 岡

２. 神 戸 刑 務 所 監督 髙 森 清 寛

先鋒 4 五十風大介 29 175 73 天理大 兵 庫

中堅 4 石 川 承 俊 30 180 95 岡山商科大 兵 庫

大将 4 下 田 純 史 29 177 90 天理大 兵 庫

補欠

３. イ カ イ 九 州 監督 武 田 　 隆

先鋒 3 老 野 晃 平 26 165 70 東亜大 福 岡

中堅 2 久 恒 祐 人 26 160 70 清和大 福 岡

大将 2 則 松 海 陸 21 168 86 三井高 福 岡

補欠 3 田 原 一 磨 24 176 87 東亜大 山 口

４. 不二熱学サービス 監督 中 出 知 秀

先鋒 3 邊 川 湧 大 22 171 66 天理大 奈 良

中堅 3 今 野 祐 斗 23 181 100 天理大 宮 城

大将 3 森 部 知 篤 24 177 90 天理大 三 重

補欠 3 結 城 汰 一 25 178 73 天理大 福 島

５. 吉 川 工 業 Ａ 監督 佐 藤 瑠 香

先鋒 2 樋 口 憂 一 23 170 80 豊国学園高 福 岡

中堅 2 黒 原 大 輔 26 179 143 福岡大 宮 崎

大将 初 内 藤 　 聡 19 173 90 鎮西高 佐 賀

補欠

６. 豊 中 市 役 所 監督 野 口 幸 雄

先鋒 4 細 川 恒 夫 52 179 82 履正社高 大 阪

中堅 3 金 丸 泰 章 32 178 86 盛岡中央高 宮 崎

大将 3 伊 藤 　 剛 30 181 95 武庫川女子大院 大 阪

補欠

７. 関 西 医 療 学 園 監督 藤 原 清 治

先鋒 初 堤 　 虎 志 20 164 60 和歌山北高 和歌山

中堅 初 西 嶌 凌 汰 20 171 67 清風高 大 阪

大将 2 小橋川寿紀 24 173 87 大阪商業大 沖 縄

補欠 初 樋 口 晃 生 19 162 60 金光藤蔭高 大 阪

８. 神 戸 拘 置 所 監督 新 居 知 剛

先鋒 3 竹 中 悠 貴 28 170 70 大阪体育大 兵 庫

中堅 4 藤 田 淳 聖 32 182 95 岡山商科大 兵 庫

大将 4 原 田 雄 太 32 194 135 近畿大 兵 庫

補欠 3 清 水 雅 也 30 165 75 近畿大 愛 媛

９. 瀬 田 柔 道 会 監督 内 田 　 強

先鋒 5 平 尾 譲 一 35 178 81 中央大 滋 賀

中堅 2 北 川 仁 基 24 178 110 京都産業大 滋 賀

大将 4 奥 村 将 斗 29 180 100 近畿大 滋 賀

補欠

10. 徳 島 刑 務 所 監督

先鋒 3 高 橋 　 樂 24 165 78 国士舘大 高 知

中堅 3 矢 野 一 誠 29 175 130 鳴門渦潮高 徳 島

大将 4 三 原 拓 也 30 178 163 天理高 徳 島

補欠 2 椎 野 瑠 伽 22 167 72 新田高 徳 島

11. 東 レ 監督 沼 田 康 弘

先鋒 2 大 川 太 陽 18 166 81 綾羽高 滋 賀

中堅 2 ハッサン始夢 22 173 90 村野工業高 兵 庫

大将 4 河 井 修 二 38 178 130 山梨学院大 滋 賀

補欠

12. 加古川刑務所Ｂ 監督 山 本 孝 一

先鋒 5 沖 本 竜 彦 38 166 72 福岡教大 福 岡

中堅 3 西 村 欣 矢 22 168 88 関西高 岡 山

大将 3 森  大 地 30 178 90 天理大 兵 庫

補欠 2 筧  憲 太 30 170 90 高砂高 兵 庫

13. 戸 髙 鉱 業 社 Ｂ 監督 細 田 真 史

先鋒 初 佐 藤 正 崇 21 162 85 柳ヶ浦高 大 分

中堅 2 安 藤 慎 平 26 175 110 広島国際大 大 分

大将 3 崎 村 徳 樹 32 178 115 日田林工高 大 分

補欠

14. 姫路少年刑務所 監督 大山孔之介

先鋒 2 三 上 直 輝 26 174 92 和歌山北高 和歌山

中堅 初 荒 木 歩 夢 30 169 94 岡山商科大 兵 庫

大将 3 松 井 省 吾 26 173 85 姫路独協大 兵 庫

補欠

15. ALSOK近畿Ｂ 監督 平田真一朗

先鋒 初 泊 里 亮 太 18 178 72 東大阪大柏原高 大 阪

中堅 初 勢 頭 惇 生 18 173 73 履正社高 兵 庫

大将 2 𠮷 村 翔 馬 19 173 95 東大阪大柏原高 大 阪

補欠 初 藤 谷 忠 臣 20 171 85 東大阪大柏原高 大 阪

16. 京 都 刑 務 所 Ａ 監督 江 口 太 郎

先鋒 4 神 谷 鷹 史 29 187 73 龍谷大 三 重

中堅 4 山 本 考 一 31 190 120 近畿大 大 阪

大将 3 久 保 篤 史 26 167 73 大阪経済大 大 阪

補欠

18. 明 道 館 監督 久保山勇樹

先鋒 2 岩 田 　 啓 23 168 78 柳ヶ浦高 大 分

中堅 2 三 宅 晶 斗 19 176 83 萩 高 山 口

大将 3 久保山勇樹 28 174 107 福岡大 福 岡

補欠

17. 氣 樂 道 場 Ａ 監督 奈 須 彪 流

先鋒 3 家 元 　 歩 27 173 82 近畿大 大 阪

中堅 3 兼 崎 　 光 28 175 78 立命館大 大 阪

大将 2 荒巻隆太郎 28 171 95 鹿屋体育大 兵 庫

補欠 2 町 矢 巴 紀 24 181 92 神戸国際大高 兵 庫

19. 関 西 電 力 Ａ 監督 横 井 健 二

先鋒 初 嵐  一 晟 19 175 81 神戸科学技高 兵 庫

中堅 4 奥 本 将 史 32 176 90 大阪公立大 兵 庫

大将 3 林 　 郁 磨 25 175 81 慶応義塾大 岐 阜

補欠

20. 日 本 生 命 監督 柴 田 宗 輝

先鋒 3 青 木 啓 明 29 175 90 甲南大 香 川

中堅 3 徳 永 一 光 29 175 81 鹿屋体育大 愛 媛

大将 2 吉 原 大 貴 29 170 80 早稲田大 福 岡

補欠

21. 加古川刑務所Ａ 監督 山 本 孝 一

先鋒 3 坪 田  晃 33 178 73 東洋大 京 都

中堅 3 川 端 淳 志 28 172 85 芦屋大 兵 庫

大将 4 中 本 隆 文 34 178 90 大体大 兵 庫

補欠

22. 関 西 電 力 Ｂ 監督 横 井 健 二

先鋒 初 橋 本  隼 21 169 64 神戸科学技高 兵 庫

中堅 2 那 須 竜 輝 22 167 63 八代工高 熊 本

大将 2 山 本  祐 35 178 90 篠山産業高 兵 庫

補欠

選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県 選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県

23. Osaka Metro 監督 廣 井 清 隆

先鋒 3 文 野 浩 樹 26 173 66 大阪大 大 阪

中堅 2 生 田 　 新 28 168 66 慶應義塾大 兵 庫

大将 2 瀧 川 　 駿 25 170 85 神戸国際大高 大 阪

補欠 2 井 上 慎 司 26 170 80 京都学園高 京 都

24. 東 建 大 監督 譜久島尊信

先鋒 初 丸 野 翔 吾 19 171 95 柏原高 大 阪

中堅 初 泉 口 　 神 20 172 85 柏原高 大 阪

大将 初 糸数未来斗 20 160 65 沖縄尚学高 沖 縄

補欠
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25. 日 本 製 鉄 大 分 監督 竹 本 五 成

先鋒 初 上 原 翔 希 22 168 75 高田高 大 分

中堅 3 小 林 　 巧 22 162 70 柳ヶ浦高 大 分

大将 2 佐 藤 翔 太 20 182 115 柳ヶ浦高 大 分

補欠 2 竹 根 佳 風 26 172 70 中津東高 大 分

26. 吉 川 工 業 Ｃ 監督 佐 藤 瑠 香

先鋒 2 中 西 洋 貴 18 164 70 鶴崎工業高 大 分

中堅 2 今 泉 隼 人 25 175 135 日本文理大 佐 賀

大将 2 内 田 　 雄 26 170 115 九州国際大 山 口

補欠 初 黒 木 孝 厚 18 174 86 福岡工業高 福 岡

27. 京都医健専門学校 監督 打 味 祐 子

先鋒 2 河 上 正 義 32 172 60 日生第三高 岡 山

中堅 2 中 野 翔 太 24 181 78 鳴戸渦潮高 徳 島

大将 2 石 原 海 渡 20 172 82 中野立志館高 長 野

補欠 初 小林光矢郎 18 167 71 瀬田工業高 滋 賀

28. 京 都 刑 務 所Ｂ 監督 江 口 太 郎

先鋒 2 若 園 竜 平 25 174 83 近畿大 岐 阜

中堅 初 宮 田 雅 空 20 169 83 神戸国際高 兵 庫

大将 3 髙 橋 智 哉 26 168 85 大阪産業大 滋 賀

補欠

29. 興徳クリーナー 監督 片 渕 一 真

先鋒 4 蔦 　 　 葵 22 164 68 国士舘大 大 阪

中堅 3 平下麟太郎 23 180 105 東海大 福 岡

大将 3 秋 田 　 滴 25 180 140 大阪体育大 大 阪

補欠 2 砂 田 将 吾 25 173 95 大阪体育大 奈 良

30. 九 電 工 監督 林 　 直 士

先鋒 3 下 山 和 哉 25 170 75 中央大 福 岡

中堅 3 中 島 大 勝 35 175 105 天理大 福 岡

大将 3 波多江純平 34 170 105 福岡大 佐 賀

補欠

31. 戸 髙 鉱 業 社 Ａ 監督 細 田 真 史

先鋒 初 小仲遼太郎 25 165 85 国東高 大 分

中堅 2 岩 永 修 平 28 175 90 日体体育大 大 分

大将 初 吉 良 豪 太 24 180 90 東明高 大 分

補欠

32. 吉 川 工 業 Ｂ 監督 佐 藤 瑠 香

先鋒 3 山 路 大 河 23 163 70 清和大 福 岡

中堅 2 工 藤 健 斗 19 175 74 延岡学園高 宮 崎

大将 3 木 村 颯 太 23 174 78 清和大 福 岡

補欠

33. 鳥 取 刑 務 所 監督 田 邊 　 学

先鋒 3 安 井 彪 翔 24 180 90 東洋大 鳥 取

中堅 4 平 井 泰 輔 32 185 105 関西高 岡 山

大将 4 美 濃 大 将 29 178 108 岡商大 岡 山

補欠 3 﨑 元 康 大 31 168 83 徳山大 佐 賀

選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県 選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県

34. ALSOK近畿Ａ 監督 平田真一朗

先鋒 初 片岡翔希弥 18 176 74 東大阪大柏原高 徳 島

中堅 2 櫻 庭 礼 人 22 184 100 東大阪大柏原高 奈 良

大将 初 新 美 朱 吏 18 174 106 東大阪大柏原高 大 阪

補欠 3 平田真一朗 26 176 90 常翔学園高 大 阪

35. 日 亜 化 学 工 業 監督 中 山 敦 雄

先鋒 2 肥 田 英 亮 26 167 55 神戸大 大 阪

中堅 2 井 下 愛 大 18 164 73 阿波高 徳 島

大将 2 秋 葉 瑛 寿 18 174 82 阿波高 徳 島

補欠

36. 国 分 自 衛 隊 監督 中 島 伸 吾

先鋒 3 有田竜之介 29 173 75 国際武道大 東 京

中堅 3 福 山 真 悟 31 180 90 鹿児島工業高 鹿児島

大将 3 國 分 貴 弘 35 177 98 小林西高 宮 崎

補欠 2 門 田 禎 能 27 174 73 鹿児島情報高 鹿児島

選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県 選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県

37. 氣 樂 道 場 Ｂ 監督 坂 本 竜 志

先鋒 2 福 井 栄 治 27 163 78 金沢学院大 大 阪

中堅 初 杉 本 　 蓮 23 180 100 神戸国際大高 山 口

大将 2 角 野 莉 欧 28 178 110 清風高 大 阪

補欠 初 楠 　 歩 夢 25 166 75 天王寺学館高 大 阪

39. 平 川 商 事 監督 藤 谷 亮 太

先鋒 3 竹 内 龍 生 22 167 66 天理大 兵 庫

中堅

大将 3 顕 徳 大 晴 22 170 73 天理大 兵 庫

補欠

38. 兵 庫 県 教 員 監督 和 氣 慎 弥

先鋒 3 鎌 田 　 樹 23 171 78 鹿屋体育大 兵 庫

中堅 3 吉 川 雄 登 25 173 80 天理大 兵 庫

大将 5 古 田 伸 悟 26 178 100 天理大 京 都

補欠 4 和 氣 慎 弥 29 172 77 天理大 大 阪

40. エ イ チ ア イ 監督 稲 吉 久 徳

先鋒 4 稲 吉 久 徳 32 168 86 国士舘大 福 岡

中堅 3 吉 良 儀 城 26 179 78 国士舘大 大 分

大将 3 清 水 雅 義 23 175 98 国士舘大 兵 庫

補欠 3 岡　一太朗 32 177 87 南筑高 福 岡
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１. J R 九 州 監督 久 冨 勝 之

先鋒 3 西 尾 果 連 22 157 57 山梨学院大 熊 本

中堅 4 安 松 春 香 31 164 70 環太平洋大 大 分

大将 4 梅 津 志 悠 25 170 78 敬愛高 大 分

補欠 3 福添みのり 25 152 52 帝京大 長 崎

２. 大 阪 刑 務 所 監督 高 田 万 博

先鋒 3 村川実葉瑠 22 160 57 近畿大 兵 庫

中堅 3 山本奈々瀬 24 172 70 武庫川女子大 山 口

大将 2 小 沼 結 香 25 170 80 武庫川女子大 大 阪

補欠 初 中 村 瑠 有 24 165 63 芦屋大 大 阪

３. 日本エースサポート 監督 藤 猪 省 太

先鋒 3 中 矢 遥 香 23 155 52 龍谷大 愛 媛

中堅 3 浦 明 　 澄 23 163 57 日本体育大 福 岡

大将 3 野 澤 知 莉 23 165 70 早稲田大 栃 木

補欠 3 佐 藤 晴 菜 24 154 63 国士舘大 東 京

４. 吉 川 工 業 監督 鶴 岡 来 雪

先鋒

中堅 3 下 條 華 蓮 25 157 70 福岡工業大 長 崎

大将 4 橋 本 朱 未 28 180 100 淑徳大 秋 田

補欠

選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県

女子の部
選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県

男子シニアの部
選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県 選手 段位 氏　　名 年齢 身長 体重 出身校 出身県

１. 大 阪 ガ ス Ａ 監督 松 本 邦 彦

先鋒 2 浅 田 健 志 39 172 90 御影工業高 兵 庫

中堅 2 小 山 敬 上 46 177 90 御影工業高 兵 庫

大将 2 中 山 幸 久 47 168 60 御影工業高 兵 庫

先鋒補欠

中堅補欠

大将補欠

３. 九 州 電 力 監督 山 本 泰 三

先鋒 3 近 藤 雅 和 38 180 90 福岡大 大 分

中堅 6 川波慎太郎 43 175 100 天理大 福 岡

大将 5 前 田 貴 志 46 185 95 福岡大 福 岡

先鋒補欠

中堅補欠

大将補欠 2 沖 田 竜 一 46 178 78 鶴崎工業高 大 分

５. 豊 中 市 役 所 監督 野 口 幸 雄

先鋒 3 髙 橋 　 睦 50 175 85 大商大 大 阪

中堅 5 田 中 隆 雄 50 175 69 箕面東高 大 阪

大将 4 前 田 法 之 56 172 82 大商高 大 阪

先鋒補欠

中堅補欠

大将補欠 6 乾 　 義 昭 50 180 67 履正社高 大 阪

７. 大 阪 ガ ス Ｂ 監督 松 本 邦 彦

先鋒 初 谷 村 欣 哉 41 175 90 兵 庫

中堅 5 冨 田 寛 司 59 168 60 大 阪

大将 6 喜 多 康 之 60 168 60 兵 庫

先鋒補欠

中堅補欠

大将補欠

２. 瀬 田 柔 道 会 監督 内 田 　 強

先鋒 4 布 施 　 誠 40 165 65 大阪工大 大 阪

中堅 2 鎌 田 大 輔 47 173 70 京都産業大 滋 賀

大将 4 谷 本 　 晃 50 173 75 和歌山大 滋 賀

先鋒補欠

中堅補欠

大将補欠

４. ひらた整骨院クラブＢ 監督 松 山 信 哉

先鋒 2 登 里 圭 吾 44 166 75 大阪学院大 兵 庫

中堅 3 佐無田　亮 42 178 100 多良木高 熊 本

大将 4 堀 　 和 雄 49 185 110 少路高 大 阪

先鋒補欠

中堅補欠

大将補欠

６. ひらた整骨院クラブＡ 監督 松 山 信 哉

先鋒 3 寺 田 雅 人 46 180 80 日本体育大 神奈川

中堅 5 平 田 和 義 51 175 100 国士舘大 東 京

大将 5 上 薗 義 明 50 168 90 鹿屋工高 鹿児島

先鋒補欠

中堅補欠

大将補欠

８. ダ イ コ ロ 監督 吉 薗 勇 太

先鋒 4 吉 薗 勇 太 37 172 78 創価大 福 岡

中堅 5 田 中 寛 仁 44 177 90 天理大 長 崎

大将 5 三好伊知郎 47 175 110 大谷高 京 都

先鋒補欠

中堅補欠 4 横田大二郎 42 172 78 新田高 愛 媛

大将補欠 4 岩 本 啓 一 49 174 66 東海大 奈 良
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新 人 紹 介 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 がんばれ！

（女子）（男子）

監督より一言 スピードある担ぎ技が得意な選手。しぶとく、粘り強い柔
道と優しい性格が魅力である。国内外での活躍が期待できる。

旭化成株式会社 中 西 一 生 （22歳）
身長 178cm　 体重 90㎏　 国士舘大学　 出身県 福岡
主な戦績 21年東京都選手権2位。22年東京都選手権3位。22年全日

本学生柔道体重別選手権大会90㎏級優勝
監督より一言 切れ味鋭い内股が得意な選手。足技もうまく立技で一本が取れる柔

道と明るい人間性が魅力である。国内外での活躍が期待できる。

旭化成株式会社 千野根有我 （22歳）
身長 186cm　 体重 130㎏　 筑波大学　 出身県 大阪
主な戦績 21年全日本柔道体重別選手権大会3位。21年、22年全日本

選手権出場

監督より一言 強烈な足技を中心に担ぐ、跳ねる、刈るの技で一本を取れる多彩な
立技と親しまれる性格が魅力である。国内外での活躍が期待できる。

旭化成株式会社 中 野 寛 太 （22歳）
身長 182cm　 体重 130㎏　 天理大学　 出身県 奈良
主な戦績 22年全日本学生柔道体重別選手権大会2位。22年講道館杯

全日本柔道体重別選手権大会3位。22年ベルギー国際優勝

監督より一言 仕事も柔道も全力で取り組み、充実した人生を歩んでほしいと思います。
目標はより高く、粘り強く、挑戦を続けてください。
今後の活躍を期待しています。

大阪ガス 兵 頭 　 京 （22歳）
身長 163cm　 体重 70㎏　 天理大学　 出身県 愛媛
主な戦績 2020年度 関西学生柔道体重別選手権大会 60㎏級 第 3 位

2022年度 関西学生柔道体重別選手権大会 60㎏級 第 3 位

監督より一言 当社柔道部の主軸として大いに活躍してくれることを
期待しています。

九州電力 飯 田 竜 生 （22歳）
身長 175cm　 体重 78㎏　 慶応義塾大学　 出身県 福岡
主な戦績

監督より一言 実業団での更なる成長を期待しています。

ＪＲ九州 西 尾 果 蓮 （22歳）
身長 157cm　 体重 57㎏　 山梨学院大　 出身県 熊本
主な戦績 2022年関東学生体重別　優勝

監督より一言 新入社員らしく前に出る元気のよい柔道を期待します。

ＪＲ九州 中村愛香莉 （22歳）
身長 156cm　 体重 52㎏　 国士舘大学　 出身県 福岡
主な戦績 2021年東京都学生体重別　2位

監督より一言 社会人として、常に感謝の気持ちを忘れず、柔道と仕事を両立することを
心掛けて、様々な方に応援していただける選手になって欲しい。
今後の更なる飛躍を期待します。

JR九州 工 藤 樹 希 （22歳）
身長 172cm　 体重 90㎏　 福岡大学　 出身県 熊本
主な戦績 2022年度全日本学生柔道体重別選手権大会ベスト16

監督より一言 仕事と柔道の両立を目指し、何事にも勇気を持って挑
戦してください。これからの活躍を期待しております。

ダイコロ 下 田 和 壽 （18歳）
身長 178cm　 体重 96㎏　 横浜高校　 出身県 アメリカ
主な戦績

監督より一言 最後まで一本を狙う思い切りのよい柔道で、世界の舞
台で活躍する選手に成長することを期待する。

日本製鉄 植岡虎太郎 （22歳）
身長 175cm　 体重 102㎏　 天理大学　 出身県 福岡
主な戦績 2023年グランドスラムタシケント　3位

2023年グランドスラム東京　3位
2022年講道館杯　優勝

監督より一言 持ち前の粘り強い柔道を武器に日本を代表する選手に
成長することを期待する。

日本製鉄 佐 藤 大 知 （22歳）
身長 163cm　 体重 66㎏　 明治大学　 出身県 岩手
主な戦績 2021年全日本ジュニア　3位

2021年全日本学生　ベスト8
2021年講道館杯　出場

監督より一言 思い切りのいい内股を見せてくれると期待しています。

平川商事株式会社 竹 内 龍 生 （22歳）
身長 167cm　 体重 76㎏　 天理大学　 出身県 兵庫
主な戦績 2022年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会　優勝

監督より一言 新入らしく思い切りのよい戦いを期待しています。
仕事と柔道を両立して頑張ってください。

安川電機 篠 原 泰 斗 （22歳）
身長 175cm　 体重 85㎏　 東洋大学　 出身県 福岡
主な戦績 2022年　全日本学生柔道体重別団体優勝大会　ベスト16

2022年　全日本学生柔道大会　ベスト8

監督より一言 様々な方への感謝の気持ちを忘れず、常に柔道と仕事の両立に挑戦し続け
ることで、社会人として、柔道選手として、成長・進化して欲しい。
今後の更なる飛躍を期待します。

JR九州 弓 削 凜 月 （23歳）
身長 165cm　 体重 90㎏　 日本体育大学　 出身県 福岡
主な戦績

監督より一言 仕事と柔道の両立を図り、社会人として大きく成長してくれることを期待
します。
初心忘れず、謙虚な姿勢で頑張ってください。

東レ 大 川 太 陽 （18歳）
身長 166cm　 体重 81㎏　 綾羽高校　 出身県 滋賀
主な戦績 滋賀県高等学校新人柔道大会81㎏級準優勝

全国高等学校柔道選手権大会滋賀県予選81㎏級３位

監督より一言 新人らしい若さあふれる力強い柔道を期待し、日本を
代表する選手に成長することを期待する。

日本製鉄 山 村 陸 斗 （22歳）
身長 172cm　 体重 85㎏　 天理大学　 出身県 三重
主な戦績 2022年全日本学生　ベスト8

2022年関西学生　2位
2022年講道館杯　出場

監督より一言 激しく元気のある柔道をしてくれると期待しています。

平川商事株式会社 顕 徳 大 晴 （22歳）
身長 170cm　 体重 73㎏　 天理大学　 出身県 兵庫
主な戦績 2022年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会　優勝

監督より一言 新社会人となり、不安はあるかと思いますが、諸先輩
方に相談し共に成長し仕事、柔道の両立を図り、頑張っ
てください。期待しています。

不二熱学サービス株式会社 邊 川 湧 大 （22歳）
身長 171cm　 体重 72㎏　 天理大学　 出身県 奈良
主な戦績 2022年度全日本強化選手選考会3位

監督より一言 環境も変わり、大変なこと、きついことたくさんあると思いますが、
みんな洋貴の味方です。共にがんばっていきましょう。

吉川工業 中 西 洋 貴 （18歳）
身長 164cm　 体重 70㎏　 鶴崎工業　 出身県 大分
主な戦績 九州新人3位

監督より一言 仕事も柔道も全力で取り組み、充実した人生を歩んでほしいと思います。
若さ溢れる思い切りのよい柔道を見せてください。
 今後の活躍を期待しています。

大阪ガス 中 村 　 暖 （18歳）
身長 170cm　 体重 80㎏　 科学技術高等学校　 出身県 兵庫
主な戦績 2022年度 兵庫県高等学校総合体育大会 81kg 級 ベスト 8

監督より一言 当社柔道部の主軸として大いに活躍してくれることを
期待しています。

九州電力 安 部 光 太 （22歳）
身長 178cm　 体重 90㎏　 東海大学　 出身県 福岡
主な戦績

監督より一言 当社柔道部の主軸として大いに活躍してくれることを
期待しています。

九州電力 大 坪 奨 武 （18歳）
身長 170cm　 体重 70㎏　 佐賀工業高等学校　 出身県 佐賀
主な戦績

監督より一言 仕事と柔道の両立は難しいと思いますが熱意をもって
取り組んでほしい。

㈱興徳クリーナー 蔦 　 　 葵 （22歳）
身長 164cm　 体重 68㎏　 国士舘大学　 出身県 奈良
主な戦績
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過　去　の　成　績

回 年・月・日 場　　所 参加数 優　　　勝 準　優　勝 ３　　位種　　目

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

35・４・17

36・11・５

37・９・30

39・３・15

40・４・25

41・４・24

42・４・23

43・４・21

44・４・20

45・４・12

46・４・18

47・４・23

48・４・15

49・４・14

50・４・20

51・４・18

第１部（８段制）

第２部（無段制）

第１部（15段制）

第２部（８段制）

第１部（８段制）

第２部（無段制）

第１部（10段制）

第２部（初段以下）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（初段以下）

第１部（15段制）

第２部（10段制）

第３部（初段以下）

第１部（15段制）

第２部（10段制）

第３部（初段以下）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（初段以下）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（初段以下）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（初段以下）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（初段以下）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（初段以下）

第１部（無制限）

第２部（12段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（12段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（12段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（12段制）

第３部（７段制）

東 洋 レ ー ヨ ン Ａ
飯 野 重 工
東 洋 レ ー ヨ ン
東 洋 レ ー ヨ ン
東 洋 レ ー ヨ ン
鐘 紡 淀 川
東 洋 レ ー ヨ ン
富 士 製 鉄
富 士 製 鉄
八 幡 製 鉄（ 八 幡 ）
富 士 製 鉄
富 士 製 鉄
八 幡 製 鉄（ 光 ）
富 士 製 鉄
旭 化 成
八 幡 製 鉄（ 堺 ）
富 士 製 鉄
倉 敷 レ イ ヨ ン
富 士 製 鉄
丸 善 石 油
富 士 製 鉄
富 士 製 鉄
丸 善 石 油
新 日 本 製 鉄 広 畑
新 日 本 製 鉄 広 畑
新 日 本 製 鉄 広 畑
新 日 本 製 鉄 広 畑
新 日 本 製 鉄 広 畑
新 日 本 製 鉄 広 畑
新 日 本 製 鉄 広 畑
東 レ 滋 賀
新 日 本 製 鉄 広 畑
旭 化 成 延 岡
ク ラ レ 岡 山
日 本 運 送
旭 化 成 延 岡
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 光
旭 化 成 延 岡
旭 化 成 延 岡
新 日 鉄 八 幡
旭 化 成 延 岡
丸 善 石 油 下 津
新 日 鉄 八 幡

東洋レーヨンB
鐘 紡 淀 川
倉 敷レイヨン
富 士 製 鉄
倉 敷レイヨン
汽 車 製 造
富 士 製 鉄
東 洋レーヨン
大 谷 重 工 業
武田薬品（光）
品 川 白 　 瓦
東 洋レーヨン
倉 敷レイヨン
大 谷 重 工 業
東 洋レーヨン
富 士 製 鉄
丸 善 石 油
旭 化 成
八幡製鉄（光）
日本レイヨンA

倉 敷レイヨン
八幡製鉄（八幡）

日 本 運 送
丸 善 石 油
旭 化 成 延 岡
日 本 運 送
丸善石油下津
旭 化 成 延 岡
日 本 運 送
新日本製鉄八幡

東 レ 滋 賀
新 日 鉄 広 畑
丸善石油下津
新 日 鉄 堺
丸善石油下津
新 日 鉄 広 畑
東 レ 滋 賀
新 日 鉄 広 畑
東 レ 滋 賀
新 日 鉄 広 畑
新日鉄広畑A

鐘 紡 淀 川
神 戸 税 関
京 阪 電 鉄
神 戸 製 鋼 所
八幡製鉄（光）
大 阪 証 券
東 洋 工 業
大日本化学商事
大 谷 重 工 業
東 洋 工 業
松 下 電 子
住 友 金 属 尼 崎
倉 敷 レ イヨン
八幡製鉄（堺）
八幡製鉄（光）
品 川 白 　 瓦

日本レイヨン宇治
日立 造 船 桜 島
大 阪 瓦 斯
舞 鶴 重 工
旭 化 成
倉 敷 レ イヨン
旭 化 成
東 洋 レ ー ヨン
東 洋 工 業
品 川 白 　 瓦
富 士 製 鉄
倉 敷 レ イヨン
倉 敷 レ イヨン
東 洋 レ ー ヨン
汽 車 製 造
東 洋 工 業

八幡製鉄（堺）
旭 化 成
富 士 製 鉄
東 洋 工 業

八幡製鉄（光）
八幡製鉄（堺）
富 士 製 鉄
三 菱 レ イヨン

丸 善 石 油
倉 敷 レ イヨン
三菱レイヨン大竹
三 菱 化 成 黒 崎

新日本 製 鉄 堺
ク ラ レ 岡 山
日 本 運 送
東 レ 滋 賀

丸 善 石 油 下 津
新日本 製 鉄 堺
三菱レイヨン大竹
丸 善 石 油 下 津

新日本製鉄八幡
新日本 製 鉄 堺
新日本製鉄八幡
新日本 製 鉄 光

日 本 運 送
帝 人 松 山
三菱レイヨン大竹A
新 日 鉄 広 畑

新 日 鉄 光
帝 人 松 山
住友金属和歌山
日立 造 船 桜 島

京 阪 電 鉄
東 レ 滋 賀
東 洋 工 業
新 日 鉄 堺

35

22

８

44

57

28

41

45

５

50

48

８

54

45

４

61

36

４

51

43

５

50

37

６

54

40

７

67

38

６

51

36

５

34

46

６

37

44

５

36

43

４

32

41

箕面市
丸善石油体育館

大阪市立
中央体育館

大阪市立
中央体育館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市久保田
中央体育館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館
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17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

52・４・17

53・４・16

54・４・15

55・４・20

56・５・10

57・４・18

58・４・17

59・４・15

60・４・21

61・４・20

62・４・19

63・４・17

平成　　
１・４・16

２・４・15

第１部（無制限）

第２部（12段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（12段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（10段制）

第３部（７段制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（　　　）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（　　　）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（　　　）

新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 広 畑 A
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 広 畑
旭 化 成 延 岡
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 八 幡
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 八 幡
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 八 幡
旭 化 成 延 岡
旭 化 成 延 岡
新 日 鉄 八 幡
旭 化 成 延 岡
旭 化 成 延 岡
ダ イ コ ロ
旭 化 成 延 岡
旭 化 成 延 岡
ダ イ コ ロ
旭 化 成 延 岡
ダ イ コ ロ
新 日 鉄 八 幡
新 日 鉄 広 畑
ダ イ コ ロ
三 菱レイヨン 大 竹
旭 化 成 延 岡
ク ラ レ 岡 山
旭 化 成 B
旭 化 成 延 岡
東 レ 滋 賀
旭 化 成 B
旭 化 成 延 岡
九 州 電 力
旭 化 成 A

東 レ 滋 賀
帝 人 松 山
新日鉄広畑B
東 レ 滋 賀
日 本 運 送
新 日 鉄 八 幡
旭 化 成 延 岡
丸善石油下津
新 日 鉄 八 幡
旭 化 成 延 岡
旭 化 成 延 岡
新 日 鉄 広 畑
旭 化 成 延 岡
新 日 鉄 光
新 日 鉄 広 畑
旭 化 成 延 岡
東 レ 滋 賀
西 日 本 鉄 道
新 日 鉄 広 畑
ダ イ コ ロ
新 日 鉄 堺
新 日 鉄 広 畑
ダ イ コ ロ
旭 化 成 延 岡
新 日 鉄 広 畑
ダ イ コ ロ
新 日 鉄 八 幡
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 広 畑
東 レ 滋 賀
旭 化 成 延 岡
新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 大 分
新 日 鉄 広 畑
東 レ 滋 賀
旭 化 成 A
新 日 鉄 広 畑
ダ イ コ ロ
ダ イ コ ロ
新 日 鉄 広 畑
近 畿 通 関
旭 化 成 B

新 日 鉄 光
東 レ 滋 賀
新 日 鉄 八 幡
新 日 鉄 堺

旭 化 成 延 岡
ク ラ レ 岡 山
丸 善 石 油 下 津
朝日新 聞 大 阪

日 本 運 送
東 レ 滋 賀
大 阪 瓦 斯
京 阪 電 鉄

新 日 鉄 堺
日 本 運 送
新 日 鉄 化 学
三 菱 化 成 黒 崎

新 日 鉄 八 幡
ク ラ レ 岡 山
丸 善 石 油 下 津
セントラル硝子宇部

ダ イ コ ロ
本 田 技 研 熊 本
京 阪 電 鉄
セントラル硝子宇部

大 阪 ガ ス
帝 人 松 山
ダ イ コ ロ
神戸製鋼加古川

新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 光
新 日 鉄 化 学
新 日 鉄 八 幡

新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 堺
山 本 鋼 材
新 日 鉄 化 学

ク ラ レ 岡 山
旭 化 成 延 岡
ダ イ コ ロ
大阪チタニウム

京 阪 電 鉄
九 州 電 力
東 レ 滋 賀
西 日 本 鉄 道

新 日 鉄 広 畑
近 畿 通 関
安 川 電 機 A
東 レ 滋 賀 A

旭 化 成 延 岡
新 日 鉄 広 畑
旭 化 成 A
ク ラ レ 岡 山

旭 化 成 延 岡
新 日 鉄 堺
松 下 電 器
近 畿 通 関

４

27

36

５

29

28

４

33

23

５

35

23

４

29

24

４

27

24

４

30

18

３

29

21

５

27

19

４

28

16

４

25

17

４

34

28

５

31

29

６

30

35

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

大阪市久保田
中央体育館

無制限
３人制

無制限
３人制

無制限
３人制

31 ３・４・21

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

旭 化 成 延 岡
旭 化 成 延 岡
旭 化 成 A
ミ キ ハ ウ ス A

新 日 鉄 広 畑
三菱自工京都
旭 化 成 B
ミキ ハウス B

ダ イ コ ロ
近 畿 通 関
新 日 鉄 広 畑
ダ イ コ ロ
太 平 紙 器（ A ）
大阪柔道整復師会
京 阪 電 鉄 A
ミキ ハ ウ ス C

７

32

46

８

大阪市立
修 道 館

（93チーム）
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32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

４・４・19

５・４・18

６・４・17

７・４・16

８・４・21

９・４・13

10・４・19

11・５・９

12・５・５

13・５・13

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

新 日 鉄 広 畑
新 日 鉄 広 畑
旭 化 成 延 岡 B
ミ キ ハ ウ ス A
新 日 鉄 広 畑 A
旭 化 成 延 岡
旭 化 成 延 岡 A
ミ キ ハ ウ ス A
旭 化 成 A
九 州 電 力 A
綜 合 警 備 A
ミ キ ハ ウ ス A
旭 化 成 延 岡
旭 化 成 延 岡
上 組 A
ミ キ ハ ウ ス A
新 日 鐵 A
九 州 電 力
大 末 建 設 A
ミ キ ハ ウ ス A
旭 化 成 A
新 日 鐵 広 畑
二十一世紀エンタープライズ
ミ キ ハ ウ ス A
九 州 電 力
新 日 鐵 広 畑
旭 化 成 A
ミ キ ハ ウ ス A
旭 化 成
綜 合 警 備 保 障
旭 化 成 B
ミ キ ハ ウ ス A
旭 化 成
平 成 管 財
本 田 技 研 熊 本 A
ミ キ ハ ウ ス A
旭 化 成
平 成 管 財
旭 化 成
ミ キ ハ ウ ス A

旭 化 成 A
ダ イ コ ロ
旭化成延岡A
ミキ ハウス B
旭 化 成 延 岡
三菱レイヨン大竹
日 本 生 命 A
ミキ ハウス B
新 日 鉄 A
東 レ 滋 賀
上 組
ダ イ コ ロ A
新 日 鐵 A
日 本 生 命 A
大 末 建 設 A
ミキ ハウス B
旭 化 成 A
近 畿 通 関
旭 化 成 A
ミキ ハウス B
旭 化 成 B
上 組
旭 化 成 B
ミキ ハウス B
旭 化 成 A
ダ イ コ ロ
旭 化 成 B
ミキ ハウス B
九 州 電 力
平 成 管 財 A
本田技研工業A
ダ イ コ ロ A
九 州 電 力
新 日 本 製 鐵
甲南大学柔友会A
ダ イ コ ロ
九 州 電 力
ダ イ コ ロ
近 畿 通 関
ミキ ハウス B

ダ イ コ ロ
近 畿 通 関
三 菱 レ ー ヨン
大 阪 ガ ス
新 日 鉄 広 畑
朝日新 聞 大 阪
ミキ ハ ウ ス C
ダ イ コ ロ
近 畿 通 関
ダ イ コ ロ A
新 日 鉄 堺
帝 人 松 山
新日鉄 八 幡 A
旭 化 成 延 岡 B
ミキ ハ ウ ス C
ダ イ コ ロ A
ダ イ コ ロ A
近 畿 通 関
新 日 鉄 八 幡
日 本 生 命
辰 野 A
綜 合 警 備 B
ミキ ハ ウ ス B
フットワークエクスプレス
新 日 鐵 B
東 レ 滋 賀
ダ イ コ ロ
帝 人 松 山
旭 化 成 A
上 組 B

旭 化 成 B
東 レ 滋 賀
九 州 電 力 B
上 組
上 組
新 日 鐵 広 畑

ダ イ コ ロ
九 州 電 力
綜 合 警 備 保 障
MICインターナショナル
大阪府柔道整復師会
辰 野
ダ イ コ ロ
綾 羽
ダ イ コ ロ
東 レ 滋 賀
九 州 電 力
二十一世紀エンタープライズ
旭 化 成 大 阪
日柔整請求サービス
肥 後 銀 行
ダ イ コ ロ
ダ イ コ ロ A
ダ イ コ ロ B
旭 化 成
新 日 鐵 八 幡
本田技研工業B
O J J A
ミ キ ハ ウ ス B
ダ イ コ ロ B
綜 合 警 備 保 障
ダ イ コ ロ A
帝 人 松 山
近 畿 通 関
フットワークエクスプレスA
肥 後 銀 行
東 洋 観 光
ミキ ハ ウ ス B
新 日 本 製 鐵
ダ イ コ ロ
全 国 警 備 保 障
O J J A B
本田技研熊本A
関西医療整骨院A
ダ イ コ ロ B
ダ イ コ ロ A

８

26

47

９

８

25

41

10

８

25

46

９

８

23

38

６

８

21

40

６

８

20

39

10

７

24

39

８

８

22

43

７

８

16

36

８

７

19

37

11

大阪市立
修 道 館

大阪市立
修 道 館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

（90チーム）

（84チーム）

（88チーム）

（75チーム）

（75チーム）

（77チーム）

（78チーム）

（80チーム）

（68チーム）

（74チーム）

42

43

14・５・12

15・５・11

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

旭 化 成
旭 化 成
平 成 管 財
ミ キ ハ ウ ス A
旭 化 成 A
新 日 本 製 鐵
今 里 園 芸 A
ミ キ ハ ウ ス

九 州 電 力
本田技研熊本
旭 化 成
ダ イ コ ロ A
九 州 電 力
近 畿 通 関
I M S ( B )
ダ イ コ ロ A

平 成 管 財
ダ イ コ ロ B
全 国 警 備 保 障
O J J A
ダ イ コ ロ
愛 メ デ ィカ ル
ダ イ コ ロ B
ミキ ハ ウ ス B
ダ イ コ ロ B
旭 化 成 B
旭 化 成
綜 合 警 備
十全会回生病院
日柔整請求サービス
東 洋 観 光
十全会回生病院

８

12

42

10

８

15

37

12

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

（72チーム）

（72チーム）
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精力善用　自他共栄

東京六大学柔道部関西OB会

〈事務局〉〒592ー0003 大阪府高石市東羽衣5ー3ー3
　　　　　　　　　　  ㈲隆祥産業内
　　　　 TEL：072ー264ー5307　FAX：072ー320ー7081

法 政 大 学

慶 応 大 学

明 治 大 学

立 教 大 学

東 京 大 学

早稲田大学

回 年・月・日 場　　所 参加数 優　　　勝 準　優　勝 ３　　位種　　目

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

16・５・９

17・５・８

18・５・14

19・５・6

20・５・11

21・5・10

22・5・9

23・5・8

24・5・20

25・5・19

26・5・18

27・5・10

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部(無制限)

第２部(無制限)

第３部(３人制)

女子の部(３人制)

第１部(無制限)

第２部(無制限)

第３部(３人制)

女子の部(３人制)

第１部(無制限)

第２部(無制限)

第３部(３人制)

女子の部(３人制)

第１部(無制限)

第２部(無制限)

第３部(３人制)

女子の部(３人制)

第１部(無制限)

第２部(無制限)

第３部(３人制)

女子の部(３人制)

第１部(無制限)

第２部(無制限)

第３部(３人制)

女子の部(３人制)

第１部(無制限)

第２部(無制限)

第３部(３人制)

女子の部(３人制)

旭 化 成 A
Ｏ Ｊ Ｊ Ａ
愛 メ デ ィ カ ル
ミ キ ハ ウ ス
旭 化 成 A
綜 合 警 備 保 障
は り ば A
ミ キ ハ ウ ス
旭 化 成 A
平 成 管 財
新 日 本 製 鐵
ワ イ エ ス フ ー ド
旭 化 成
旭 化 成
関 西 医 療 学 園 Ａ
近 大 ク ラ ブ
旭 化 成 Ａ
戸 髙 鉱 業 社
ダ イ コ ロ
ワ イ エ ス フ ー ド
旭 化 成 Ａ
日本エースサポート
東 レ 滋 賀 Ａ
日本エースサポートＡ
旭 化 成 Ａ
東 レ 滋 賀 Ａ
旭 化 成
日本エースサポートＡ
旭 化 成 Ｂ
奈 良 少 年 刑 務 所
新 日 本 製 鐵
日本エースサポート
旭 化 成 Ａ
甲 南 柔 友 会
九 電 工 Ａ
J R 九 州
新 日 鐵 住 金
東 レ 滋 賀
新 日 鐵 住 金
日本エースサポートA
新 日 鐵 住 金
旭 化 成
ひ ら た 整 骨 院 Ａ
J R 九 州
旭 化 成 Ａ
九 電 工
新 日 鐵 住 金
Ｊ R 九 州 A

九 州 電 力
大 阪 刑 務 所
綜合警備保障
ダ イ コ ロ A
旭 化 成 B
東 レ 滋 賀
十全会十全病院
ダ イ コ ロ A
新 日 本 製 鐵
近 畿 通 関
日経サービス
ダ イ コ ロ
九 州 電 力
大 阪 拘 置 所
戸髙鉱業社Ａ
十全会回生病院
ダ イ コ ロ
近 畿 通 関
新 日 本 製 鐵
ひらた整骨院クラブ
ダ イ コ ロ
日経サービス
戸 髙 鉱 業 社
ワイエスフード
ダ イ コ ロ
戸 髙 鉱 業 社
大阪刑務所Ａ
日 本 生 命
旭 化 成 Ａ
大 阪 刑 務 所
関西医療学園Ａ
十全会・回生病院
旭 化 成 Ｂ
関西医療学園
長 崎 刑 務 所
樽 谷 塾
旭 化 成 Ｂ
戸 髙 鉱 業 社
徳島刑務所Ａ
J R 九 州
旭 化 成
日本エースサポート
日本エースサポート
日本エースサポートA
新 日 鐵 住 金
日本エースサポート
日本エースサポート
日本エースサポート

ダ イ コ ロ B
ダ イ コ ロ A
綜 合 警 備 保 障
Ｉ Ｍ Ｓ
新 日 本 製 鐵
峰コーポレーション
十全会回生病院
東 洋 観 光
ダ イ コ ロ
九 州 電 力
大 阪 ガ ス
Ｉ Ｍ Ｓ
肥 後 銀 行
戸 髙 鉱 業 社 A
K - R e f i n e
Ｉ Ｍ Ｓ
九 州 電 力
ダ イ コ ロ
大 阪 刑 務 所
関西医療学園付属整骨院
新日本製鐵八幡
J . 　 S . 　 F
立命館柔道クラブ
大阪凰林医療学院
ダ イ コ ロ
新 日 本 製 鐵
日 経 サ ー ビ ス
ひらた整骨院クラブ
戸 髙 鉱 業 社 Ｂ
十全会回生病院Ａ
ひらた整骨院クラブ
立命館柔道クラブ
新 日 本 製 鐵
旭 化 成 Ｂ
ホ ン ダ 熊 本
ひらた整骨院クラブ
奈良少年刑務所
関西医療学園Ａ
錦秀会 阪和病院
日本エースサポート
九 州 電 力
旭 化 成 Ｂ
ひらた整骨院クラブ
ホ ン ダ 熊 本
広 島 拘 置 所
国 分 自 衛 隊Ｂ
近 大 ク ラ ブ
道 草 道 場
九 州 電 力
新 日 本 製 鐵
日柔整請求サービス
十全会 おおりん病院
近 畿 通 関
関西大学柔友会
仁康会 小泉病院Ａ
日本エースサポートB
新 日 本 製 鐵
ダ イ コ ロ
近 畿 通 関
日 経 サ ービ ス
九 電 工 Ａ
光 仁 会 病 院
樽 谷 塾
日 本 生 命
新 日 本 製 鐵
ダ イ コ ロ
和 生 堂
東 レ 滋 賀
十全会回生病院Ａ
関西医療学園Ａ
日本エースサポート
十全会回生 病 院
九 州 電 力
ダ イ コ ロ
近 畿 通 関
九 電 工
戸 髙 鉱 業 社
関 西 医 療 学 園Ａ
日本エースサポートB
樽 谷 塾
九 州 電 力
ダ イ コ ロ
近 畿 通 関
関 西 医 療 学 園
O G A W A 警 備
J R 九 州
樽 谷 塾
日本エースサポートB
ダ イ コ ロ
九 州 電 力

Ｊ R 九 州
O G AW A警備
日 本 生 命
樽 谷 塾

８

16

35

16

８

13

28

16

8

18

39

17

8

13

53

11

8

16

52

15

8

13

55

17

8

13

57

14

8

21

32

13

８

17

45

12

８

14

50

９

８

12

50

８

８

６

61

８

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

尼崎市記念公園
　　総合体育館

ベイコム総合体育館
（尼崎市記念公園）

ベイコム総合体育館
（尼崎市記念公園）

ベイコム総合体育館
（尼崎市記念公園）

ベイコム総合体育館
（尼崎市記念公園）

ベイコム総合体育館
（尼崎市記念公園）

（75チーム）

（65チーム）

（82チーム）

（85チーム）

（91チーム）

（93チーム）

（92チーム）

（74チーム）

（82チーム）

（81チーム）

（76チーム）

（83チーム）
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回 年・月・日 場　　所 参加数 優　　　勝 準　優　勝 ３　　位種　　目

56

57

58

59

60

61

28・５・8

29・５・14

30・５・13

令和　　
１・5・12

令和　　
4・5・8

令和　　
5・5・7

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

５人制の部（無制限）

３人制の部（無制限）

女子の部（３人制）

第１部（無制限）

第２部（無制限）

第３部（３人制）

女子の部（３人制）

男子シニアの部

新 日 鐵 住 金
新 日 鐵 住 金
J R 九 州 A
J R 九 州 A
新 日 鐵 住 金 A
旭 化 成
日本エースサポート
ミ キ ハ ウ ス
新 日 鐵 住 金
新 日 鐵 住 金
タ イ カ テ ク ノ
J R 九 州
旭 化 成
日本エースサポート
鳥 取 刑 務 所 Ａ
ミ ク ハ ウ ス
日本エースサポート
日 本 製 鉄
ア ド ヴ ィ ッ ク ス

旭 化 成
日本エースサポート
徳島刑務所A
日本エースサポートA
旭 化 成
J R 九 州
日 本 生 命 A
樽 谷 塾
旭 化 成 Ａ
戸髙鉱業社Ａ
滋 賀 刑 務 所

日 本 製 鉄 Ａ
J R 九 州
日本エースサポート
J R 九 州
アドヴィックス
アドヴィックスA

ダ イ コ ロ
日本エースサポート
ひらた整骨院クラブ
甲 南 柔 友 会
日本エースサポート
OGAWA警備A
樽 谷 塾
日 本 生 命
九 州 電 力
日本エースサポートA
戸 髙 鉱 業 社
九 電 工
タ イ カ テ ク ノ
国 分 自 衛 隊 A
J R 九 州
日本エースサポート
旭 化 成 Ｂ
九 州 電 力
ダ イ コ ロ
日 本 生 命
三 重 刑 務 所
国 分 自 衛 隊

日本エースサポート
九 州 電 力
ダ イ コ ロ
日本 製 鉄 大 分
加 古 川 刑 務 所
東 建 大

九 州 電 力
興徳クリーナー
豊 田自動 織 機
Ｊ Ｒ 九 州

8

8

54

11

８

８

54

９

8

13

39

4

7

14

49

5

11

40

4

8

10

40

4

8

ベイコム総合体育館
（尼崎市記念公園）

ベイコム総合体育館
（尼崎市記念公園）

ベイコム総合体育館
（尼崎市記念公園）

ベイコム総合体育館
（尼崎市記念公園）

ベイコム総合体育館
（尼崎市記念公園）

ベイコム総合体育館
（尼崎市記念公園）

（81チーム）

（79チーム）

（64チーム）

（75チーム）

（55チーム）

（70チーム）





46 47





50



53

岡田化成株式会社

〒530-0043　大阪市北区天満１丁目６番22号(平成28年11月１日より移転しました）
電話 06-6358-3115(代表）ファックス 06-6358-0416

接着剤、粘着剤の販売
　エマルション型接着剤、粘着剤、溶剤型接着剤、粘着剤、ホットメルト型接着剤、粘着剤、コーティング剤、
　塗料ベース、瞬間接着剤、他合成樹脂接着剤

化学工業薬品の販売
　酢酸エチル、ｎ－ヘキサン、トルエン、他各種混合溶剤等（毒物劇物一般販売業登録済み）

合成樹脂フィルムの販売
　OPP，PET，OPS、他合成樹脂フィルム（含スリッター加工品）

包装資材の販売
　両面テープ、クラフトテープ、帯封テープ、PPバンド、他包装資材及び包装機械

祝　第61回西日本実業柔道団体対抗大会

東南アジアをもっと身近に！
ニーズに沿った外国人財のご提案から、幅広い業種のアウトソーシングまで

⃝外国人斡旋事業　⃝通訳・翻訳事業　⃝飲食事業　⃝アウトソーシング事業 他

本　　社　〒372-0031 群馬県伊勢崎市今泉町二丁目438番２　TEL(0270)61-7781
大阪支店　〒542-0081 大阪市中央区南船場１丁目３-９ 801号
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株式会社

ミユキ

〒569-0804　大阪府高槻市紺屋町８-８（高槻センター街）

TEL　072-685-1480　　FAX　072-685-1481

E-mail　miyuki.mj@forest.ocn.ne.jp

HP　https://miyuki-mj.co.jp

営業時間　　10：00〜18：00

祝　第61回西日本実業柔道団体対抗大会
選手諸君の健闘を祈る

関西七柔会 囲碁の会
北大、東北大、東大、名大、京大、阪大、九大の柔道部OBで囲碁同好の会

開催日　毎月第２土曜日　13：30～　対局
　　　　　　　　　　　　17：30～　懇親会（希望あれば二次会も）
場　所　日本綿業倶楽部(２階）大阪市中央区備後町２丁目５番８号

写真は昨年７月例会の対局と終了後の懇親会です。是非ご一緒しましょう！

連絡先
谷 　 勝 道（090-1916-5282）
瀬戸口正征（090-4301-3868）

祝　第61回西日本実業柔道団体対抗大会

〒674-0092 兵庫県明石市二見町東二見1457-４
☎ 078-942-2666

事業内容
•LPガス販売　•ガス工事　•水道工事　•解体工事　•不動産事業

朝比奈興産株式会社
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～テーマは清 潔と快 適 ～
●病室用カードテレビ・コインランドリー設置運営
●玄関マットレンタル・床清掃モップレンタル
●病院清掃総合管理
●専用サーバー付ウォーター販売
●福祉用具レンタル・介護用品販売
●熱帯魚水槽リース・レンタル・メンテナンス・販売
●AEDレンタル・販売

 URL  http://www.naniwa-shoji.co.jp

【本　社】〒577-0035
大阪府東大阪市御厨中1丁目12番28号
TEL 06-6787-0737
FAX 06-6787-0763
【営業所】奈良・四国・福岡・宮崎

祝　第61回西日本実業柔道団体対抗大会

祝　第61回西日本実業柔道団体対抗大会

http://www.wada-shohji.co.jp

アルバムオリジナルデザイン(卒業・誕生・成長・記念)及び製作
オリジナル織物・生地・雑貨・ツール製作

OEM生地・雑貨・ツール製作
プロダクトプランニング

その他、メモリアルプロダクツ

〒540-0005 大阪市中央区上町１丁目23番８号
TEL（06)6762-5451　FAX（06)6762-5469
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グループ

総合建材商社

本　　社：大阪府豊中市北桜塚２丁目１番１号
　　　　　TEL：06-6853-2801㈹　FAX：06-6852-8846
営業本部：TEL：06-6853-0081　　FAX：06-6853-4700

豊建商事株式会社
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62 63
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66 67



68 69
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医療法人 十 全 会

お お り ん 病 院

監　督

福岡県大野城市中央１丁目 13 番８号〒８１６－０９４２
TEL（０９２）５８１－１４４５（代）FAX（０９２）５９１－７０６０

石 橋 正 彦

部　長 佐藤政義

福 岡 県 宗 像 市 朝 町 2 0 0 －１〒８１１－４１６１
TEL（０９４０）３３－３５５４（代）FAX（０９４０）３２－１４３０

部　長 志水久喜

静 岡 県 富 士 市 大 渕 8 8 8 番 地〒４１７－０８０１
TEL（０５４５）３６－０２７７（代）FAX（０５４５）３５－３１９２

部　長 佐野重男

回　生　病　院

聖　明　病　院






